


[image: ]










アークシリア




～美貌の騎士団長は隠れ天才魔術少女の無自覚に甘く翻弄される～【前編】









［著］おおまななせ

［イラスト］天領寺セナ














　もくじ





第一章

第二章

第三章 ①


















第一章












　その男は、夕暮れの街をつかつかと闊歩かっぽしていた。ここコルダ王国の王都郊外にあるヴィラーゴ地区は、学生の街。一帯は貴族学院や図書館、市民向けの修習所などが建ち並ぶ学びの郷だ。

　男は、道行く市民から頭ひとつ出た長身を濃紫の騎士服に包み、同じく濃紫の外套を翻しながら石畳を歩いてゆく。少し癖のある銀の髪、翡翠色の瞳。まったく街に溶け込んでいない類まれな秀麗さとその歩みの速さに、すれ違う人は皆振り返り、唖然として男の背中を見送っている。

　近隣の建物の中でもひときわ頑強な壁に守られた、大きな建物の前に辿り着く。しかし男は正門を通り過ぎ、煉瓦塀れんがべいに沿ってぐるりと路地に入った。ひとけのない裏道で立ち止まり辺りを窺う。塀の向こうの敷地内には鬱蒼とした樹木が繁っているのが見える。

　夕暮れの陽が届かない薄暗い路地裏で、男は自分の背丈よりもはるかに高い煉瓦塀をじっと見つめた。






　その煉瓦塀の内側は──王立ヴィラーゴ魔術学園の敷地だ。国中から集まってきた貴族の子女たちが、それぞれ魔術の才を磨くべく研鑽しているコルダ王国随一の学び舎である。

　夕刻、講義終了を告げる七つの鐘がカラン、カラン、カラン……と鳴り響き、校舎から大勢の生徒たちがぞろぞろと出てきた。

　寮へと続く中庭の小径を制服姿の男女が行き交うなか、ひときわ目立つ一人の女子生徒の姿を、皆がざわめきと共に目で追っている。

「おい、見ろよ」

「ああ、ロベレ侯爵令嬢だ」

　白磁のように白い肌、ゆるくウェーブした金の髪が夕陽に眩いばかりに反射して、その令嬢の姿だけが白く浮き上がるよう。

　水面に青空を映したように透明な碧眼は金色の睫毛にくっきりと縁どられ、女性にしてはやや背の高いしなやかな肢体を、ぴたりと身体に沿った制服の中に包み込んでいる。

　まさに非の打ち所がない容姿をもつその令嬢は、ヴィラーゴ魔術学園でその存在を知らぬ者は居ないほどの有名人──第二王子の婚約者オンディーヌ・ロベレ侯爵令嬢である。オンディーヌが校舎から出てくるたび、上級生も下級生も男女問わず目で追い、その華やかな姿が女子寮の中に消えるまで衆目を集めるのだ。

　そんな彼女から半歩後ろに下がったところに、もう一人の令嬢が付き従うように歩いている。オンディーヌの義妹──ロベレ侯爵家の養女であるナタリア・ロベレだ。

　その飾り気ない容姿は前方をゆく令嬢とは対照的だ。少しブルネット寄りの平凡なブラウンの髪をキュッとひとつに結って背中に垂らしている。小さな顔にくりっとした大きな瞳。下級生らしく、少し痩せた中背の身体が学園の制服の中で泳いでいる。

　女子寮の建物に入った二人は前後の距離を保ちながら、一階にある部屋へと向かった。

　ナタリアが鍵を開け、先に室内に入る。窓辺に近寄ってカーテンを閉めてから、換気のため少しだけ窓を開けた。

　後から入室したオンディーヌは、きちんと整えられたベッドにどかりと腰かける。

「全く……毎日毎日飽きもせず人のことをジロジロと見て。そんなに暇なのかしら」

「オンディーヌ、声が大きいわ。ここは一階だし、窓を開けてるのよ？」

　小さな書棚に持ち帰ってきた教科書を片付けながら、ナタリアがしっと唇の前で人差し指を立てた。

「女子寮の前庭になんて誰も居ないわよ」

　オンディーヌはフン、とつまらなさそうに足をぶらぶらさせている。

「マダム・ハパレイにお茶をお願いする？」

「いい。課題が山積みだもの」

　はあ、と溜息をつくオンディーヌに、ナタリアは労わるように眉尻を下げた。

　義姉オンディーヌは、ここコルダ王国の第二王子ジェローニ殿下の婚約者だ。その立場に相応しい類まれな美貌の持ち主であるばかりか、学業もすこぶる優秀。王国中から魔術の才を持つものが集まってくるこの学園で、最上級のＡクラスに所属しているうえ、常に学年トップを争っている。

　かたや侯爵家の養女ナタリアはＢクラスに所属している。学業成績はよいのだが、残念なことに魔術の才能だけはからっきしなのだ。






　魔術の才も持たぬのに、どうしてナタリアが魔術学園に入学したのかというと、オンディーヌの側に仕え、身の周りの世話をするよう言われたからだ。

　学園では身分出自に関わらず全ての生徒が平等とされ、侍女の帯同が許されていない。とはいえ、オンディーヌは未来の第二王子妃。侍女を付けてはならぬというのは不便だ、とオンディーヌ本人から「ナタリアも一緒に入学し自分の世話をしなさい」と強く望まれたのだ。

　ナタリアがロベレ侯爵家に引き取られたのは七年前のことだ。母はナタリアが物心つくまえに流行り病で亡くなったと聞いている。近衛の出世頭だったという父は職に殉じたのだが、生前は騎士爵を叙されていて、小さな屋敷に下女も雇い、平民にしてはそこそこの暮らしをしていた。

　だが父の死後、ナタリアが引き取られた侯爵家での生活は、それまでとはまるで別世界。宮殿かと思うほどのお屋敷に、広々とした私室をもらい、与えられる衣類も書物も供される食事も全てが夢のように豪奢な一流品。そんな環境に、ナタリアは有頂天になるどころか居たたまれなくなってしまった。

　才色兼備で未来の第二王子妃であるオンディーヌほどの令嬢ならば、名門ロベレ侯爵家の名に相応しいと言えるのだろうが、自分などいくら努力してもこの厚遇に報いることなどできそうにない。ナタリアはすっかり萎縮し、誰に何を言われたわけでもないのだが、影のようにオンディーヌに付き従って暮らすことが日常となった。

　十七歳になり、オンディーヌと一緒にヴィラーゴ魔術学園に入学するよう言われたときは、魔術の才も無い自分が何故？　と驚いた。辞退しようとしたのだが、オンディーヌにぎゅうっと手を握られ「全寮制の魔術学園に侍女を連れてゆくことは許されないから。一緒に来て身の回りの世話をしてほしいの」と迫られたのだ。

　そういうことなら、はいはい喜んで！　お世話しますとも！　と二つ返事をし、ナタリアはこの学園にやってきた。

　つまり、自分はオンディーヌの世話係。Ａクラスに入れないのは当然のことだ、と学園でも粛々と日々を過ごしていた。






　ナタリアは教科書を片付け終わると小さな机に向かい、自分の課題に取りかかる。その背後でオンディーヌはベッドから立ち上がり、ナタリアの肩越しにノートをバサリと机の上に広げた。

「ほら。リッツ教授の講義ノートよ」

「……？」

「ゲルブ島海戦の歴史的考察について、レポートを書くの。期限は二日後」

「……二日後？」

「そんなＢクラスのお遊びみたいな課題なんて、こっちのレポートの合間にやればいいでしょ」

　ナタリアは、自分の課題の上に重ねて置かれたオンディーヌのノートをぱらりとめくり、細かい字でびっしりと書かれた筆致に目を細める。

「リッツ先生の授業の論旨は？」

「もちろんマルシエラ直属軍を支持してる。ただ進軍のタイミングには懐疑的といったところね。ブルーエ将軍は魔術を過信しすぎだ、と」

「将校の配置の問題かしら」

「それと船の性能もね。あの海域の瘴気しょうきを考えると、気候条件によっては敗戦していたと」

「それは、新しい解釈ね」

「マルシエラの信奉者はいまだ根強いから、大胆よね。レポートにそこまで書く必要はないし、程々にね？　過激すぎでしょ。他の先生から目をつけられちゃうわ」

　オンディーヌはまたベッドにすとんと腰かけて、足をぶらぶらさせ始めた。ナタリアは講義ノートを手にベッドのほうに向き直り、ぎゅっと眉を寄せる。

「──オンディーヌ。そこまで授業をよく消化できているのだから、貴女にも素晴らしいレポートが書けると思うのだけど」

「なぁに？　ナタリアには書けないって言うの？」

「自分で書くべきだと……言ってるの」

　オンディーヌはくいと片眉を上げた。

「私はね、いろいろと忙しいの。ナタリアと違ってね！」

「……」

　ナタリアは返事をせず、顎に軽く手を添えて講義ノートを読み始めた。はらり、と落ちて来たブルネットの髪を煩わしそうに耳にかける。「自分の世話をしろ」などと言われて一緒に魔術学園に入学してもうすぐ一年が経つけれど、オンディーヌが身の回りのことを手伝えと命じて来たことはない。ただ、今日のようにしばしばレポートや課題を押しつけてくる。

　さすがＡクラスの講義だけあって内容は難解なのだが、ナタリアにとって非常に興味深いテーマばかり。ナタリアはオンディーヌにいつも「自分でやったほうがいい」と難色を示すものの、内心ではＡクラスの講義に触れられることを嬉しいとさえ思っていた。






　オンディーヌはフン、と小さく鼻を鳴らしてベッドから立ち上がった。

「──二日後よ、いいわね？」

　強い調子で言い放つと、オンディーヌは荒っぽくドアを開けて自室へと帰って行った。

　コツコツと階段を上がってゆく足音が壁越しに響く。このナタリアの部屋は下級生が多い一階。女子寮の中でいちばん狭い部屋が並ぶエリアにあるのだが、オンディーヌは一年生でありながら三階の特別室を与えられている。






　そろそろ陽が暮れはじめる頃、カーテンを閉め切った室内は薄暗く、講義ノートが読みづらい。ナタリアは立ち上がり、キャビネットの上に置かれたランプに手を伸ばした。

　蝋燭に火を灯しながら、自分の課題とオンディーヌのノートを見比べて、どちらを先にやろうか……と思案する。

　灯った炎の僅かな揺れに、ふと空気の流れを感じて窓に視線を向けた。そういえば窓が開けっぱなしだった、とナタリアは窓辺に近づいてカーテンを手繰たぐった。すると、窓枠の隅っこで何かがごそりと動いた。

「──まあ」

　カーテンの向こうから顔を覗かせたのは、銀灰色の美しい毛並みをもつ一匹の猫だった。人間の腕が一本通るか通らないかの窓の隙間から頭を突っ込んでいる。

　目を丸くするナタリアの脇をすり抜けて、猫は身をくねらせながら部屋の中に入ってきた。ストン、と音もなく床に着地し、そのままじっとグリーンの瞳でナタリアの顔を見上げてくる。

「いらっしゃい」

　ナタリアが腰を折って手を差し出すと、猫はその手にすり、と頬を寄せた。二、三回頭を優しく撫でてみたが、逃げることも怯えることもなく気持ちよさそうにしている。

「人に慣れているのね？　美しい猫さん」

　誰かが寮のなかでこっそり飼っている猫なのかもしれない。人慣れしているのなら、ちょっとだけ……と、ナタリアは遠慮なくその猫を抱かせてもらうことにした。

　猫の脇に手を入れ、よいしょと持ち上げる。雄の成猫らしく、ずしりと重い。肩に頭を預けさせ背中を大きく撫でてやると、気持ちよさそうに喉を鳴らしはじめた。

　ナタリアの首元に鼻面を突っ込み甘えてくるので、思わず頬ずりを返してやる。

「ほんとに美しい猫だわ。毛並みもすべすべ」

　猫を抱いたまま椅子に腰かけ、その眉間を指先でつるりと撫でる。じっとこちらを見つめて来る深い翡翠色の大きな瞳に吸い込まれそうになる。猫はしばらく大人しく撫でられた後くるりと身体をひねって、ナタリアの膝の上に丸くなった。美しい背中の毛並みを手で梳いてやると、グルグルグル……と喉の鳴る音が腿の上に響く。

「雄猫よね。何を食べたらこんなに体格がよく、艶々の身体になるのかしら」

　やっぱりお魚が好き？　などと話しかけつつ暫く銀の毛並みを堪能していると、いきなり猫がビクリと顔を上げ、窓のほうをじっと見つめた。猫はナタリアの腕の下をくぐって床に飛び降り、あっという間にカーテンの向こうに消えていった。

「あ、待って」

　ナタリアは窓に走り寄ってカーテンを開けた。身を乗り出して庭を覗くが、銀猫の姿はもうどこにもなかった。









　女子寮から少し離れた、鬱蒼とした奥庭に。先ほどの銀猫が少々慌てた様子でトトト、と走ってきた。

　猫は一本の大きなオークの根元でぶるり、と一回身を震わせる。するとしゅるりと小さな旋風つむじかぜが巻き上がり、枯葉が宙を舞う中に一人の大柄な男がにゅうっと姿を現した。

　男は傍らのオークにふらりと縋るように寄りかかる。

「何だ、あれは……」

　濃紫色の騎士服を纏ったこの男は、この学園の卒業生ライル・バルティン。変身の魔術により、銀猫に身を窶やつしていたのだ。

　ライルは蔦の絡まった幹に掌をつき、大きく瞠目したまま首を軽く横に振った。信じられない、一体自分は何をやっていたのだ──というふうに。

　変身は非常に高度な魔術で、かなりの魔力を消耗する。ライルは変身の魔術がさほど得意ではないため、通常なら数分間、猫の姿を保つのが精いっぱいだ。

　にもかかわらず、先ほど自分は四半刻ほどあの令嬢の膝の上に居たと思う。これまでも偵察任務で数え切れぬほど猫の姿にはなったが、誰かに身体を触らせたことなど初めてだ。彼女に擦り寄って膝の上に丸くなり、しかもゴロゴロと喉を鳴らすなど──あまりにも心地いいと、猫の喉は勝手に鳴るのだな、とライルは初めて知った。

　優しく撫でられる手にウトウトし集中が途切れても、魔術が解けることはなかった。本当なら猫の姿を保つために緊張し続け、全魔力を注がねばすぐに解除してしまうというのに。さらにこうして人の姿に戻った後も、いつものようにふらつくこともない。まったく消耗していないのだ。

　これは、あの娘のせいなのか、それともあの部屋に何か自分の魔力に干渉するような物が置かれていたのか──？






　ライルはぎゅっと眉を寄せ、闇夜の小径を歩き出した。奥庭を抜けて事務棟の階段を上がり、やや乱暴に学園長室の扉をノックする。

「──ライル。何をやっている」

「学園長」

　ライルは脚を揃え、胸に手を当てて敬礼した。部屋の奥には、ずっしりと重厚な執務机が据えられており、黒い詰襟の装束に身を包んだ白髪の紳士が、眼光鋭くこちらを見つめている。

「あろうことか、獣に変身して女子寮に忍び込むなど──」

「気配を捉えられましたか。さすがですね、ゴードン先生」

　学園長ゴードンは目の周りの皺を深め、じろりとライルを睨みつけた。

「儂を誰だと思っている」

「この国で一番の魔術師──魔術騎士団を引退なさるなど国家の損失ですよ。まだまだ現役として第一線で活躍していただきたいですね」

　魔術騎士団は万年人手不足なもので、とライルが肩を竦める。

「まさか、女子寮でいかがわしいことをしてはおらぬだろうな」

「そんなわけないでしょう。ちょっと気になる話し声がしたので、聞き耳を立てていただけです」

「君が女子生徒の恋路に興味があるとは思わなかったが」

「恋路？　そんな話、全く興味はありません」

　ゴードンははぁと溜息をつく。

「まぁ座れ。御父上のバルティン伯爵はお元気か」

「ええ。おかげさまで。早く騎士など辞めて家督を継げと口うるさくて堪りません」

「そりゃそうだろう。伯爵家の嫡子が辺境に住みつき、婚約者も定めずでは」

「ええ。私のような変わり者に縁づきたい令嬢など居ないでしょうしね」

「まったく……親不孝者め。辺境の様子は？」

「変わらず激務に追われてますよ。見渡すかぎりの荒野ですが、王都にいるよりずっとましです」

　バルティン伯爵の一人息子であるライルは伯爵家の嫡子でありながら、遠く離れた辺境の地で魔術騎士団長の任に就いている。あまり関係がよろしくない隣国エルバーンとの国境を護りつつ、盗賊を討伐したり、時折出現する魔獣を駆逐したり、が主な任務だ。

　年に一度、こうして王都に戻り母校の学園にやってくる理由は──優秀な人材に目星をつけて騎士団に引き入れるため──いわゆる、スカウト業務だ。

　銀髪に、翡翠色の深いグリーンの瞳。濃紫の騎士服に身を包んだすらりとした精悍な姿。学園に在籍していたときからやたら目立っていたが、色恋になど微塵も興味を示さず勉学に没頭していた。並みいる良家の令嬢から交際を申し込まれていたが歯牙にもかけず、卒業後はさっさと魔術騎士団に就職し、いまだ独身だ。

　色事に耽ふけりたいなら、こそこそ女子寮に忍び込まずともその恵まれた容姿を晒せば簡単なこと。自分に嫁ぎたい令嬢など居ない、と言うがとんでもない。その名は王都じゅうに轟いており、遊びも本気も引く手数多だ。

　正門から普通に入ってきたとしたら、あっという間に女子生徒に囲まれてしまうだろう。ライルはそれが鬱陶しく、いつも猫の姿で敷地外から学園長室に至る最短距離──高い煉瓦塀と魔術結界を軽々と越え、雑木林を抜けてゴードンのところにやってくるのだ。






　暫しの世間話のあと、ゴードンはちらりと学園長室の扉に視線を遣った。とたん、空気がぴん、と張り詰める。この部屋に強固な結界を張ったらしい。空気を操るゴードンの魔術は凄まじく、たとえ扉の外で耳をそばだてていたとしても、人の気配さえ漏れることはないだろう。

　ライルとて、強固な結界くらいは幾らでも張れる。ゴードンがこの国一番の魔術師と評される所以は、強力な魔術を同時展開できること。結界を張りながら扉の外でドラゴンと闘い、自分は室内で猫に変身したまま数刻のあいだ居眠りをすることだってできるのだ。

　卓越した魔術でもって空気を自在に操り、風を支配して水の流れを制御したり火を煽ったり。いったいどうやるのか、何やら空気を圧し潰したり解放したりすることで、一瞬にして水を凍らせたり沸騰させたりもできる。学生時代、その仕組みを解説してもらったことがあるが、ライルにはどうやっても会得できなかった。

　ゴードンは涼しい顔で手元の書類をめくった。

「──こちらは新入生だ。まだ騎士団の求人リストに名前を載せるには早すぎる、な」

「今年は、第二王子ジェローニ殿下が入学なさったと聞いています」

「ああ。実に優秀だ。まだ一年経っていないが、他の者と才能も実力も違いすぎる。おそらく卒業まで文句なしの首席だろうな」

「ふむ。噂どおりの逸材というわけですね」

　ライルは渡された資料をぱらぱらとめくり、一人の女子生徒の書類に目を留める。ジェローニの婚約者、侯爵令嬢オンディーヌ・ロベレだ。

「婚約者殿も学年三位、ですか……」

「彼女も非常に優秀だ。少し危険なくらい」

「危険？」

「現状に不満のある者が王太子を廃し、第二王子を推す動きが出てこないとは限らない」

「……」

　ライルは書類から顔を上げる。

「逆に、本人も婚約者も優秀なことを懸念し、潰そうと考える者が出てくるやもしれん。いずれにしても目立ちすぎると危険、ということだ」

　いきなり不穏な話になってきた。ライルは怪訝な顔でゴードンに問う。

「オンディーヌ嬢は本当に優秀なのですか？」






　先ほど女子寮で聞こえてきた会話。銀猫のライルをメロメロにしたあのナタリアとかいう令嬢は、オンディーヌ嬢からレポートを押しつけられていた。オンディーヌ嬢が優秀とされているのは、他人に課題をやらせているからなのでは？

「ん？　オンディーヌ嬢は学力も魔術の才も申し分ない。努力家だしな」

「ふむ……そうですか」

　泣く子も黙る魔術師ゴードンが学園長を務めていながら、一女子生徒の成績偽装ごときを見抜けぬはずないのだが。

「確かロベレ侯爵家は、殉職した近衛騎士の娘を引き取った……と記憶しているのですが」

「ああ、ナタリア嬢のことだな」

「その令嬢も学園に在籍を？」

「ああ」

　ライルは手元の書類をめくって、ナタリアのカードを探し当てた。

「ナタリア・ロベレ──Ｂクラス」

「ナタリア嬢も優秀な生徒ではあるが、魔術をまだ発動できていないようでね。今のところＢクラスに甘んじている」

「ほう」

「まあ、今後注意深く観察したいと思っている生徒の一人……だな」

「……？」

　ゴードンの歯切れの悪さに、ライルは僅かに眉を寄せつつ、次に三年生のカードを手にする。

「……こちらの男子生徒たちには違う色のマークがしてありますが、何故ですか？　成績優秀者のようですが」

「この生徒たちは──」

　ゴードンが言い淀む。

「彼らは……もう学園には在籍していない」

「辞めてしまったのですか？　昨年、このカードを見て今後の成長を楽しみにしていたのに。勿体ない」

　これも、この教科も満点だ。と試験の点数を眼で追いながら、ライルが呟く。

「ライル……ここで教鞭をとらないか？」

「え？」

「魔術の教師が不足しているのだ」

　魔術教師の人手不足。特に、成績優秀なＡクラスの担当教官を探しているらしい。

「ワース先生は？　どうなさったのです」

「体調を崩し休職している」

「そうですか。ですが自分は騎士で、魔術の指導になど興味ありません──騎士団長職は多忙ですし」

　首を振るライルに、ゴードンは深刻な顔で執務机に肘をついた。

「やや深刻な事態が起きていてね。話だけでも聞いてくれないか」

「え？」

「実は。ここ一年ほどの間に、三人の男子生徒が失踪しているのだ」

「失踪、ですか。それは物騒ですね」

「ああ。前代未聞だ」

　ゴードンはうん、と頷いた。






　失踪した生徒にはいくつか共通点があるらしい。いずれもＡクラスに所属していること。

　身分が低く、あまり裕福ではない貴族の家の出であること。

　入学した時点では大して魔術を発動することもできなかったのに、学園で学ぶうちにめざましい成長を遂げた生徒であること。

　そして、ある日突然学園から居なくなり、後から退学届が送られてくるのだという。

「退学届が送られてくるのなら、失踪とは言えないのでは？　学園のカリキュラムは厳しい。退学者など珍しくもないでしょう」

「確かに毎年退学者は何人かいるが、その後の消息がわからないのはこの三人だけ。彼らの家族に尋ねても、全く返答がないのだ」

「……」

「君も知っているとおり。生徒たちは卒業、退学に関わらず進路を学園に報告することが義務付けられている。これは魔術の高等教育を受けるための条件であり、誓約だ」

　その誓約が破られ、彼らの消息は掴めていない。生徒たちは何かよからぬことに巻き込まれたのではないか？　学園は魔力を安定して発動させ制御する術と、それを悪用しない倫理観をも学ぶ場所。三人もの生徒が立て続けに行方をくらませるなど──指導していた魔術教師ワースは、優秀な生徒たちが道を踏み外したのではと悔やみ、後悔に苛まれているという。

「ワース先生はとても熱意のある、いい教師だ。私も在学中は大変お世話になりました。つまり、私にワース先生の代わりを務めつつ失踪事件の真相を探れ、と？」

「由々しき事態だと認識している。力を貸してくれないか」

「しかし。三人が姿を消したのが同じ要因であるとは限らない。単に家庭の事情とか──」

「第四の失踪者を出すわけにはいかない。何事もなければそれでいい。魔術の臨時教師として指導しつつ、急成長しそうな生徒をそれとなくマークしてもらいたいのだ」

　ライルは腕を組んで考え込む。

「何も私に依頼せずとも。学園長なら、いくらでも優秀な魔術師の伝手つてをお持ちでしょうに」

「優秀な魔術師の知り合いは山ほどいるが。失踪事件の調査となると……よほど信頼に足る人物でないと任せられん」

「この由緒ある王立魔術学園で将来有望な生徒が失踪するなど、国家的な損失だ。大問題ですよ？　大事にして然るべきです。王家主導できちんと調査するべきでは？」

　学園長は肘掛け椅子に深く座り直すと、ふぅと深い溜息をついた。

「ライル。それは、できないのだ」

「──まあ、そうなのでしょうね」

　ライルは肩を竦めた。学園長がそれをしない、ということは、できない理由があるのだろう。生徒の失踪を表沙汰にしない、ということは、ゴードンがその背景に何か不穏なものを感じ、これは秘密裡に探ったほうがいいと判断しているからなのだ。

　その辺りの微妙な空気をも理解する人材、となれば確かに相当限られてくる。

「ですが、私には騎士団長の職務が──」

「職務のことさえ何とかなれば、引き受けてもらえるか？」

「っ……」

　ゴードンがくいっと片眉を上げ、ライルは押し黙った。

　老獪な学園長はもと凄腕騎士、魔術騎士団のＯＢで騎士団総局に顔が利く。ちょっと圧力をかければ、ライルを騎士団から学園に派遣するように段取りするなど、朝飯前だろう──そう、あくまで組織上は。

　ただでさえ人手不足なのに、ライルの職務を押しつけられてあたふたしている部下たちの顔が脳裏に浮かぶ。だが──。

「頼む、ライル」

　じっとライルの顔を見つめてくる学園長。ライルはぎゅっと眉を寄せ、腕を組んでうーんと考え込んだ。
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　コンコン、とノックの音が響き、ナタリアははっと顔を上げる。

「消灯時間よ、ナタリア？」

　ドア越しに寮母マダム・ハパレイの優しい声がする。ナタリアは慌てて立ち上がり、ドアを開けた。

「ごめんなさい、勉強していて。すぐに寝支度をします」

「仕方ないわね。早く寝るのよ？」

　根を詰めすぎると身体を壊すわよ、とマダムは眉尻を下げ、立ち去った。ナタリアは急いで机の上を片付け、手や顔を洗い、髪を梳かして夜着に着替えた。

　Ａクラスの課題はいつも本当に興味深く、わくわくするものばかり。すこぶる優秀なオンディーヌの名で書くことに緊張しつつも、思いきり広く深く思考するのが楽しくて、つい没頭し時間を忘れてしまうのだ。

　ベッドに横になり、暗闇を見つめながらもまだレポートの展開をどうしようか、と物思いに耽る。






　まさか自分が王立魔術学園に入学し、こんな高等教育の機会を与えられるとは思ってもみなかった。

　オンディーヌから学園についてこい、と言われたときは、侍女として精一杯努めようと思いつつも、魔術の才がない自分が入学してもよいのだろうか……と不安だった。

　それにロベレ侯爵夫妻も「並みいる貴族の子女がしのぎを削るような環境は、控えめなナタリアには合わないのでは」と反対したのだが、オンディーヌはどうしても一緒に連れて行く、と聞き入れなかったのだ。






　いよいよ入学に向けて王都へ発つという前日、夫妻はナタリアを呼び出し、こう告げた。

「明日はヴィラーゴへの出発の日だが、我々は二人が一緒に進学することには今でも反対している」

「……はい」

　ナタリアは羞恥に俯いた。才能のないナタリアはおそらく学園で好成績を修められず、ロベレ侯爵家の名に傷がつくことになるだろう。きゅっと唇を噛み締めるナタリアに、侯爵夫人はその冷たい手をそっと取って、優しく握った。

「違うのよ、ナタリア。貴女は常にオンディーヌを気遣い、魔術を操れないことにずっと引け目を感じてきたでしょう？」

「……」

「私たちは、二人が別々の環境に身を置いたほうがいいと思っているの。魔術学園に行かなくても良い学校は他にあるのだし、伸び伸びとした学びの環境を得て欲しいのです。貴女はとても賢いのだから──」

　侯爵夫人は俯くナタリアの髪をそっと撫でた。

「だけど、オンディーヌはどうしても貴女を連れて行くと決めているようね。おそらく、あの子の中で何か貴女を伴いたい事情があるのでしょう」

　ナタリアは顔を上げ、力なく微笑んだ。侯爵は深く頷いて、ナタリアの肩に手を置いた。

「よいか。辛いことがあったらすぐに連絡してくるのだぞ」

「はい、ありがとうございます」

「くれぐれも互いに依存しすぎず気遣いすぎず、自分のために学業を修めなさい」






　入学してそろそろ一年が経つが、魔術学園の講義は実に興味深く、ナタリアの知識欲はおおいにくすぐられた。成績順で二つに分けられた下のクラスに所属してはいるが、そこでは良好な成績を収めるに至っている。ただし相変わらず魔術が発動しないため、Ａクラスに上がることは難しいのだが。
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「おはようございます、バルティン先生」

「ああ、おはよう」

　銀髪を靡なびかせ、速足で中庭を闊歩するライルに、生徒たちが次々と挨拶をしてくる。

　休職している魔術教師ワースの代わりに、臨時教師として着任した若き魔術師。伯爵家の嫡男でありながら辺境の地で魔術騎士団長を務めていて、眉目秀麗なスーパーエリート。噂に聞いたことはあるが、実際目にしたことはない憧れの存在が、毎日学園で教鞭をとることになったのだから、生徒たちは男女問わず浮足立っている。

　ワースの代講で、各学年のＡクラスを担当するようゴードンから言われたのだが、ライルは全てのクラスに関わりたい、と申し出た。

「どこから失踪事件の糸口が掴めるかわからない。まずは全体を把握したい」

　などともっともらしい理由を口にはしたが、ライルの思惑はただ一点。一年生のＢクラスに所属するナタリア・ロベレと接触したい、ということだった。






　あの日、ライルが猫に変身したとき、ナタリアの傍でざっと普段の十倍もの魔力を使った感覚があったが、消耗を感じることもなかった。他にそのような事象が起こらないかと学園中を歩き回ったが何も起こらず、ナタリアの部屋に忍び込んだあの夜に限ってのことだった。これは詳しく調査する必要があるだろう。

　Ｂクラスで初歩的な魔術の講義をしながら、前から三列目に座るナタリアの気配をじっと探ってみるが、ごく普通の生徒……という印象。しかしナタリアは魔術が苦手らしく、魔力量はゼロではなさそうだが、全く発動できていないようだ。

　講義をしながら、ナタリアにそれとなく微弱な魔術をぶつけてみる。だがライルの魔術に干渉するような力は感じない。いつも控えめに手を上げ、申し訳なさそうに質問してくるのだが、その内容は的を得ていて、優秀な生徒であるとわかる。だが大きすぎる瞳の奥は「こんなこともわからなくてすみません」とでも言いたげに揺れている。

　実は王立魔術学園に在籍する生徒の大半は、一年生の間はさほど上手に魔術を操れるわけではない。きちんと学べば、生活魔術程度なら身につけることができるだろう──という程度で、第二王子ジェローニやオンディーヌのように才能溢れる者はごく僅か。いま魔術が苦手だからといって、それほど引け目に感じる必要はないのに。

　あの見るからに勝ち組、といった風情のオンディーヌと比べられ、蔑まれ、このように自信の欠片もない性格になってしまったのだろうか。

　苦手意識や怖がる心は魔術上達の妨げになる。これでは身につくものも身につかない、とライルはぎゅっと眉を寄せる。

「──君たちが今何を考えているか、だいたいはわかるが」

　冷えた声にＢクラスの生徒たちは震え上がり、顔を見合わせる。やはり自分たちは落ちこぼれで、優秀な臨時教師から疎まれているのだ、と。

「どうせ自分なんて、などと考えているうちは、一生魔術は上達しない」

「……？」

「まず、何のためにここに来たのか、どういう目的で魔術を使いたいのか、明確な目標を持つことだ。職を得たい、金を得たい、地位を得たい、誰かに勝ちたい──何でもいい」

「何でも……？」

「ああ。邪なことでなければ何でも。その達成のためなら、恥を恥とも思わない、という明確な目的だ」

「……」

「私の場合。とにかく家を出て辺境に勤めたかった。嫡男でありながら魔術騎士団に入って前線に派遣されるためには、自分に優れた魔術の才があると証明しなければならなかった。誰に何を言われようと、失敗しようと、恥ずべきなのはそれ自体ではない。大望を見失うことなのだ、と自分に言い聞かせた」

　ちなみに、試験のとき微塵も魔術が発動しなかったこともあるし、コントロールできず壁を吹き飛ばしたこともある。上級生から謗そしられたことも、教師と揉めたこともある。

「焼却炉の煉瓦が数段崩れているのは、私の失敗の痕跡だ──もう八年も経つのに、修理されていない」

　フン、と片眉を上げるライルに、皆きょとんとしている。

「学生なのだから、うまくいかないのが当たり前。君たちの目にはさぞＡクラスの奴らが輝いてみえるのだろうが、私に言わせれば、どっちもどっちのヒヨッコだ」

「ヒヨッコ……」

「根拠のない自信は滑稽だが、卑屈になるのはもっと駄目だ。信念を持って行動することは、周囲に対して言葉にせずとも説得力をもつ。たとえ目標に届かなくても、その間の努力は必ず君たちの力になる」

　ライルの力強い励ましの言葉に、Ｂクラスの生徒たちは頷きあい、キラキラと目を輝かせながら授業を聞きはじめた。ライルはちらりとナタリアの顔を窺うが、彼女の表情は変わらず、黙々とノートを取っていた。






　また別の日、ライルはＢクラスの授業に蝋燭を持って現れた。教卓の上に置かれた蝋燭の火を、自席に座ったまま消すことができるかどうか、という実習。初歩の初歩ともいえる魔術の講義だ。

　三十人ほどの生徒が二回ずつ魔術を発動して火を消す。一回目は実力を見るため。二回めは生徒の力に合わせてライルが負荷をかけ、蝋燭の火が消えないように防御する。

　風の力で吹き消そうが、窓の外から土を取ってきてふりかけようが、空気中の水分を集めて消そうが、蝋燭の芯を斬り落とそうが、どうやっても構わない。

　生徒たちは順番に蝋燭の火を消していったが、全く消せない者も十数人いた。ナタリアもその一人だ。

　これまで習ってきたように、意識を集中させて咥内こうないで呪文を呟き、懸命に火を消そうとするが、彼らの前では二回とも蝋燭は赤々と燃えたままだ。

　ライルはその様子を傍で腕を組み見守っていたが、うまくいかず項垂れるナタリアに向かって声をかけた。

「うん、よくわかった。君の魔術は、人とは少し違う道筋を通って発動されるのだろう」

「人とは違う道筋──？」

　ナタリアは顔を上げ、ライルに向かって少しだけ首を傾げた。不安げな様子に、ライルはこくりと頷く。

「例えば呪文とか魔法陣とかそういうものは、一般化された魔術発動の手段にすぎない。多くの人間が、容易く魔術を使えるように開発された依り代だ。だがそれらの依り代は君には向いていないのだろう。別の方法を探るほうがいいのかもしれない」

「別の方法、ですか──」

「そういう人間はたまにいる。気になるのなら、後で質問に来るといい」

　ライルは言い聞かせるようにナタリアをじっと見つめた。これでいい。勤勉なナタリアは、きっと放課後自分のところに質問に来るだろう、と──。






　その日の放課後から、ライルのところには質問者がひっきりなしにやってくるようになった。しかし、肝心のナタリアはいっこうに現れない。

　そもそもライルは天才肌で、誰かに教えることはあまり得意ではない。彼女を自分の傍におびき寄せるために「放課後、質問に来い」などと口走ったというのに、これじゃあまるで面倒見のいい教育熱心な教師のようではないか。

　ナタリアは、魔術で落ちこぼれていることを気にしているのではなかったのか？　ライルは生徒たちにわいわいと取り囲まれながら首を捻った。

　苦手な変身の魔術で魔力切れが起こらなかったのは、あのとき一緒に居たナタリアに原因があるとしか考えられない。だが授業をしていても、ナタリアの魔力についてそれらしい手ごたえは得られない。質問にも来ない。

　──ということはやはり、彼女の部屋に忍び込むしかあるまい。

　ライルはそう自分に言い聞かせ、今日も女子寮の裏庭で猫の姿に変身した。うっすらと開いた窓に、自分の来訪を待ち望んでくれているのでは……と少々浮かれ気分でぐい、と頭を挿し入れ、カーテンを揺らしながら部屋の中にすとん、と降り立った。

「あら。いらっしゃい」

　机に向かっていた彼女がくるりとこちらを向き、嬉しそうに目を細める。その瞬間、猫ライルの身体をふわりと暖かなものが包み込み、魔力の消耗がぴたりと止まる。前回と同じだ。

　もどかしいような、くすぐったいような感覚に、猫ライルは一目散にナタリアの膝に飛び乗り、頬に鼻面を擦りつけた。喉は勝手にグルル、ゴロゴロと大いに盛り上がった音を立て、両掌がふみ、ふみ、ふみ、と規則正しいリズムでナタリアの腿を掻く。

　ナタリアは猫ライルを愛し気にぎゅう、と抱きしめたあと、艶やかな後頭部に顔を埋めた。

「はあ……いい匂い」

　いい匂い？　いったい何の匂いがするというのだろう。自分の後頭部を嗅ぐ機会など一生訪れないだろうから確かめようがない。猫ライルは身体を捩り、ナタリアの首筋に鼻先を突っ込み匂いを吸い込む。うん、彼女の首筋は間違いなくいい匂いだ。






　ナタリアは猫ライルを膝に乗せたまま、机に向かった。資料をぱらぱらとめくり、書きかけのレポートにペンを走らせはじめた。

　今日の課題は『南ツキル半島の覇権をめぐる魔術師の役割』──猫ライルは懐かしい、と翡翠色の瞳を細めた。思わずニャウン、と小さな声が出て、ナタリアに「可愛い」と頭を撫でられた。猫の姿だと感情を抑えきれなくて困る。

　これは魔術学園の一年生で出される課題のうち、いちばん難しいと言われているレポートだ。在学中は成績優秀で毎年首席を争っていたライルだが、このレポートについては自分を含めて同級生の誰も『優』の評価を取ることが出来なかった。

　歴史学の教師に詰め寄ったところ、この課題の採点においては四つの観点を満たしていれば『優』となる。しかし四つのうち一つはテキストのずっと先に出てくる学説をふまえたもの。ライルはそこに思い及ばず、『優』の評価を逃したのだ。

　とても悔しかったので、よく覚えている。三つまでは優秀なものなら気づくことができるが、四つ目の事柄に到達するものはごく僅かだったと聞いた。こんな高度な課題がナタリアの所属するＢクラスで出されるはずもないから、またオンディーヌに押し付けられたものなのだろう。

　猫ライルは喉を鳴らしながら、びっしりと書かれたレポートに目を走らせる。ナタリアが四つ目の観点についても気づき論述しているのを見たライルは感心した。この内容なら必ず『優』評価を取るだろう。オンディーヌの名で提出されるレポートではあるが。

　猫ライルは肉球をぺろりと舐め、くるくると二、三度顔を洗った。自分の足など舐めたくはないのだが、どうやら猫というものは心がざわつくとこうして顔を洗いたくなるらしい。

　ナタリアの膝の上に丸くなり、カリカリと規則正しく響くペンの音に耳を傾けていると、うっかり眠ってしまいそうになる。ナタリアの側で魔力の消耗を感じることがないのは何故なのか、その原因を探りに来たというのに、そんなこともうどうだっていい、という気分にすらなってしまう心地よさだ。

　眠気に抗えずうとうとしているうちに夜も更け、あっという間に消灯時間になってしまった。またマダム・ハパレイが部屋の扉をノックすると同時に、猫ライルはナタリアの膝から飛び降りて、窓から夜の裏庭へと姿をくらませた。

　銀猫の姿でトコトコと小径を歩いてみる。たちまちライルの神経はぴりりと尖り、魔力の消耗が始まった。油断するとすぐに変身が解けてしまいそうだ。真っ暗闇の木立の隙間で、ライルはしゅるりと人の姿に戻った。

　一度ならず二度までも、ナタリアの側では普段の十倍ほども魔力を使うことができたうえ、全く消耗しない。しかしナタリアの部屋から離れるとこのとおり、猫の姿を長時間保つことはできない。

　やはりナタリアは人の魔術に干渉する何かを発しているに違いないのだ──しかも、無自覚で。

　闇の中に銀髪を溶け込ませながら、ライルはぎゅっと唇を引き結んだ。









　数日後、先日のレポートの結果が貼りだされた。掲示板を見たライルはうーんと腕組みをする。侯爵令嬢オンディーヌ・ロベレの名前の横に付けられた評価は『良』。なぜか、オンディーヌがナタリアに書かせたあのレポートに、最高評価の『優』が付いていないのだ。

『優』を得ているのは第二王子ジェローニ一人だけ、という結果を怪訝に思ったライルは、レポートを課した担当教官のもとを訪ねた。

「ガシウス先生」

「やあ、バルティン」

　教師ガシウスは、ライルがいきなり研究室を訪れたにもかかわらず、元教え子を歓迎した。

「南ツキル半島に関する課題の成績発表を見て、懐かしくなって」

　よければ生徒たちのレポートを見せてもらえないか？　ともちかけると、ガシウスはいそいそと書類綴りをライルに差し出した。今や国を代表するエリート魔術騎士となったライルが、自分の研究テーマに興味を持ってくれたことが嬉しいのだろう。

　熱心に生徒のレポートを読んでいるふうを装いながら、ページをめくってオンディーヌのレポートを捜しあてた。

「ガシウス先生。この課題は、一年生のＡクラスにのみ課したのですよね？」

「ああ、例年通りＡクラスだけだよ」

「……」

　ライルは表情を変えず平静を装っていたが、内心ではおおいに眉を顰めていた。見つけたオンディーヌのレポートが、ナタリアが部屋で書いていたものとは全く別物だったからだ。

　筆跡も構成も明らかに違っているし、三つの観点までは理路整然と論述できているのだが、四つ目のポイントには到達できていない。この内容なら当然『優』はもらえないだろう。

　いったいどういうことなのか。オンディーヌはナタリアに課題をやらせておきながら、それを提出してはいないのか？

　ライルは口元に手を遣り、ガシウスが熱心に論説を垂れるのを上の空で聞き流しながら、じっと思案した。







＊＊＊








　あと一刻ほどで朝陽が昇る時分、薄靄に煙る学園の奥庭は、夜霧なのか朝靄なのか区別がつかぬほど真っ暗だ。そんな中、小径にぼんやりとランプがひとつ灯っている。

「オンディーヌ。こんな朝早くに鍛錬をやらなくても──」

「やっと実習室を借りられる順番が回ってきたのに、今日はこの時間しか空きがないの。仕方ないでしょ」

　ゆうべも遅くまで勉強していたナタリアは、あきらかに眠そうに欠伸を嚙みころした。さっきいきなりオンディーヌが部屋に突撃してきて「鍛錬に行くわよ！」と叩き起こされた。何が起こったのかわからないまま、夢現ゆめうつつで制服に着替え、オンディーヌに連れられて暗闇の中を実習室に向かっているのだ。

　寝つきもよく、目覚めもよいナタリアだが、さすがにまだ暗いうちから叩き起こされるとぼんやりしてしまう。

　実習室というのは中庭に佇むガラス張りの温室のことで、教室ひとつぶんほどの広さにさまざまな植物が植えられている。一見、木とガラスでできた繊細な建物かと思いきや、全体を強固な結界に覆われていて、外に魔術が漏れることも温室が壊れることもない。

　さらに内部で発動した魔術の効果は一日経つとリセットされる。植物をうっかり燃やしたり枯らしたりしてしまっても、翌朝にはきれいさっぱり、なかったことになっているから、生徒たちは温室のなかで思う存分魔術をふるうことができるのだ。

　がちゃり、と実習室の鍵を外し、温室の中に入る。漸く頭がはっきりしてきたナタリアは、オンディーヌからランプを受け取り、柱のフックにかけた。

「時間軸操作は三年生の課題でしょう？　そんなに必死に鍛錬しなくても、まだ──」

「カリキュラムが進むのをのんびり待ってたら、遅れをとっちゃうわ。どうしても一年生の間にマスターしたいの！」

　ナタリアはふぅと溜息をついた。

　時間軸操作、とは文字通り時間を進めたり遅らせたりするという難易度の高い魔術だ。例えば、樹木を魔術の力で成長させる場合、生長点を刺激してみるなど、術者の適正によっていろんなやり方があるのだが、樹木の周囲の時間を進めることでぐんと成長させる方法がある。これはとても高度な魔術で、まだ蝋燭の火も消せないナタリアにとっては、一生会得することなど不可能なのでは、と思えるほどのものなのだ。






　イチイの幼木に向かって「この木にしようかしら。よろしくね」などと声をかけているオンディーヌの背中に眉尻を下げる。

　オンディーヌは学年トップを争うほど優秀ではあるが、王国全土から集められた才能あるものたちの中にあっては、油断するとすぐに埋もれてしまう。素質と、努力と、意欲を全力投球し続けなければならないのだ。

　それに比べて自分はどうだろう、とナタリアは少し肩を落とす。高い学費をロベレ侯爵家に負担してもらっておきながら、いっこうに魔術を発動することができない。

　ならば、オンディーヌのレポートを書いたり、鍛錬に付き合ったりするなど二つ返事で引き受けて然しかるべきだろう。オンディーヌがこの学園でよい成績を収められるように、自分がサポートできることは全て、やらねばならない。






　かたや魔術教師ライルはそのころ教員宿舎の裏手で一人、剣を振るっていた。学園では騎士の鍛錬をする機会がなく、身体が鈍ってしまうのだ。誰かに見られぬよう、早朝の闇に紛れて剣を握り、全身を結界で覆って宙を斬り裂く。

　しばらく汗を流したあと、遠く雑木林の反対側にぼんやりとランプがひとつ灯ったのに気づいた。

　灯りはライルの居るほうへ近づいてくるようだ。まだ夜明けまでに一刻あまりはあるだろうこんな時間に、誰が何をしに裏庭に？　怪訝に思ったライルは、剣を鞘に収めしゅるりと銀猫に変身して樹の陰に潜んだ。そしてそのすぐ横を、ランプを手にしたオンディーヌとナタリアが通り過ぎていったのである。

　ライルはそっと後をつけ、二人が実習室に入ってゆくのを見届けた。

　ガラス張りの実習室内で、ぼうっとランプの灯りに照らされる二人。何やら会話を交わしたあと、オンディーヌが一本のイチイの幼木の前に立った。ライルはごくりと喉を鳴らす。これはつまり──。

　次の瞬間、室内にドゴ───ンと凄まじい衝撃が走った。イチイの樹がものすごい勢いでしゅるしゅると成長し、青葉をもりもり茂らせてゆく。ライルは瞬時に変身を解き、実習室の扉を蹴って室内に転がり込むと、目にも留まらぬ速さで地面に倒れているナタリアとオンディーヌを両脇に抱きかかえる。背後に迫ってくるイチイの枝葉から間一髪のところで逃れて、温室の外へと駆け出し、勢いよく扉を閉めた。

　温室じゅうがみるみる青葉に占領され、ガラスがミシミシと音を立てる。結界がぎりぎりで持ちこたえているのか、枝が突き破って外に出てくる気配は感じないが、これは、いったい──。自分の両脇にぐったりと抱えられている令嬢たちを、ライルは呆れ顔で見つめた。









「いったい、何をやっていたのだ」

「……魔術の鍛錬をしていただけです」

　医務室のベッドにはナタリアが寝かされ、静かに寝息を立てている。その傍らにむすっと腕組みをするライルと、やや項垂れた様子のオンディーヌが立っていた。

　オンディーヌも魔術の衝撃で気を失っていたが、ライルによって医務室に運ばれる間に意識を取り戻した。いっぽうナタリアは陽が昇るころになっても目覚めず、今もベッドに寝かされたままだ。

「まさか、あんなに爆発的に魔術が発動するなど、思ってもいなかったのです」

「──だろうな」

　ライルは安らかな寝息を立てるナタリアをじっと見つめたあと、ベッドの天蓋の布をするりと下ろす。そして眉を寄せてナタリアを見守っていたオンディーヌに、厳しい目を向けた。

「話がある。来たまえ」

　そろそろ生徒たちが朝食に向かう時間だが、オンディーヌはこくりと頷いて、ライルの後に続き医務室を出た。

「先に私の研究室に行っておいてくれるか」

　ライルの研究室は、医務室とは別の棟にある。ライルはそう言うとオンディーヌに背を向けて、研究室とは反対方向に歩いてゆく。

　オンディーヌははぁと肩を落とし、とぼとぼと廊下を歩きだした。

　イチイで埋め尽くされてしまった実習室は、明日には元に戻っているだろう。正式な手段で鍵を借り、早朝に鍛錬をしたことについては咎められることはない。ナタリアを巻き込み、少々危険な目に遭ってしまったことも、まあ学生なのだし、魔術の暴発はままあること。悪気もなく、怪我は擦り傷程度で済んだのだから、普通なら反省文程度。停学になったりすることもないだろう。しかし──。

　オンディーヌは足どり重く、ライルの研究室に向かった。






　オンディーヌはライルの研究室で四半刻ほど待たされた。ノックもなく研究室の扉が開き、片手に木の盆を持ったライルが部屋に入ってくる。

　目を丸くしているオンディーヌの前にサイドテーブルを据えると、どん、とやや乱暴に木の盆を置いた。その上にはポットと、二つのカップと、パンやフルーツの載った皿が。

「朝食をとっていないだろう。食べなさい」

　ライルはポットを持ち上げ、二つのカップに勢いよくコーヒーを注いだ。少々零れてしまったが、気にも留めぬ様子でオンディーヌのほうへ盆をずい、と押しやる。

「食べなさい」

　じろり、と睨みつけられて、オンディーヌは慌てて湯気の立つカップを手に取った。ライルも同様にカップを持ち上げるが、ふうふうと冷ましている。どうやら猫舌らしい。

「あの……お話とは」

「わかっているだろう？」

「……何のことでしょう」

「しらばっくれるな。ナタリア嬢のことだ」

　ライルにまたじろり、と睨みつけられて、オンディーヌは唇を噛み締める──もはや、これまでか。









　強い魔力を持つ者は、他者が魔力を持っているかどうかを感じ取ることができる。オンディーヌはナタリアが侯爵家に引き取られた当初から、彼女の周りにうっすらと漂う魔力の気配を感じていた。

　まだ幼かったオンディーヌはそれまで、婚約者ジェローニと魔術の家庭教師以外に他者の魔力を感じたことはなかった。彼らが纏う強く輝くような魔力とは全く異なる、ナタリアの柔らかく優しい魔力。その心地よさの正体を知りたくて、オンディーヌは両親に向かって「ナタリアにも自分と同じように教育を受けさせてほしい」と頼んだ。

　ナタリアはとても頭脳明晰で努力家だ。勉学においてはオンディーヌを凌ぐほどの優秀さを発揮したのだが、魔術を発動させることだけはどうしてもできなかった。消沈したナタリアは「自分にかかずらっていては、オンディーヌの教育が遅れてしまう」と家庭教師を辞退してしまった。

　かたやオンディーヌはちょうどその頃、家庭教師から魔術の急成長を絶賛されるようになった。明らかに実力以上の難しい魔術をなぜか次々と会得できてしまうのだ。

　確かに日々魔力が増してゆく感覚はあるのだが、自分でも理由がわからなかった。部屋の隅に控えるナタリアの姿を見つめながら、その違和感に首を捻る。

　授業を受けているときだけではない。日常生活においても、近ごろナタリアが傍に居ると力が沸き立つように感じる。どうにも気が進まないときや後ろ向きになっていることにも、ナタリアの柔らかな魔力に触れるとふわりと気分が高揚し、自信が湧いてくるのだ。

　それは時を経るごとに確信へと変わっていった。間違いない、ナタリアは他者の魔力を増強させる能力を持っている──そう気づいたオンディーヌは、このままでは自分の成長が止まってしまうのではと恐れた。これに慣れてしまっては、ナタリアが居ないと何もできなくなるだろう。

　ではずっと傍に置けばいい。この柔らかく、気持ちのいい魔力にずっと包まれていたい──などと考えそうになる自分が怖かった。きっと、ナタリアに依存し手放せなくなる、と。

　それに、両親は「ナタリアはとても優秀なのだから、魔術など使えなくてもよい」と考えているようだが、オンディーヌは納得がいかなかった。ナタリアの魔力は出会ったときよりもずっと強い気配を放つようになっているし、学業優秀なだけではなく、素晴らしい魔術師になれる素質があるというのに、訓練を諦めるなんて。

　ナタリアと共に魔術学園に入れば、学ぶ機会は平等に与えられる。その「魔力を沸き立たせるように感じる」正体は何なのか。ナタリアが魔術を自覚することができれば、明らかになるはずだ。

　学園に入学して半年あまり経ったが、ナタリアはいわゆる「授業で訓練する類たぐいの一般的な魔術」が発動できず、Ａクラスに入れていない。オンディーヌは仕方なく、Ａクラスの講義の内容をさりげなく伝えたり、忙しいふりをしてレポートを書かせたりして、ナタリアの能力に相応しい高等教育を受けさせようと奮闘してきた。つまり、実際に提出されたレポートはオンディーヌが自分で書いたものだったのだ。

　と同時にオンディーヌは、ナタリアの持つ力の正体が『補給魔術』と呼ばれるものである可能性を探っていた。側にいる人間の魔力を高めることができるという、非常に貴重な力。これを使いこなす魔術師は俗に『アークシリア＝助っ人』と呼ばれている。

　オンディーヌはナタリアを実習室に伴い、目の前で示すことができないかと思っていた。ナタリアの力がいかに素晴らしいものであるか。誰もが、喉から手が出るほど欲しがる補給魔術師アークシリア。その可能性を秘めているとナタリアに自覚させ、学園の指導とはまた別の形で、これから自分と一緒に鍛錬を続けよう、と提案するつもりだった。






　だが、その考えは浅はかだったと今になってオンディーヌは気づいた。学園で半年学んだおかげか、自分の能力もナタリアの能力も成長していたようだ。術を施したイチイはオンディーヌの予想をはるかに超えて危険なほど生い茂り、二人とも危うく大けがをするところだった。

　さらにまずいことに、目の前で腕を組み、オンディーヌを睨みつけている魔術教師ライル・バルティンに見られてしまった。ライルは魔術騎士団のエリートでもある。彼が稀有な補給魔術の可能性に気づいてしまったら、ナタリアを騎士団へと連れ去ってしまうのではないだろうか。

　こんなことになるのなら、ナタリアを魔術学園に無理やり入学などさせなければよかった。何も知らないロベレ侯爵夫妻はナタリアを自分の娘のように慈しみ、将来は良縁を纏めてやりたいと気を配っている。魔術を秘めたまま、両親に守られ過ごしていたほうがよかったのでは。

　人知れずナタリアを成長させようなどと、とても自分の手に負えることではないと、オンディーヌは身を持って知ったのである。






　唇を噛みしめ、黙ったまま俯くオンディーヌに、ライルはふぅ、と表情を緩めた。

「──何を考えているか、手に取るようにわかる」

「えっ」

「君は王子妃になるのだろう？　そのように動揺を隠せない態度では、幾ら頭脳が優秀でも足元をすくわれてしまうぞ？」

　ライルはようやく冷めたらしいコーヒーを一口啜った。

「まず。君はＡクラスで出された課題を、ナタリア嬢にやらせている。だがそれを提出していない」

「……っ」

「つまり。君は純粋に、ナタリア嬢にＡクラスの授業を伝えようとしただけ、ということになる。その意図は？」

「どうして……それを」

「そんなこと、生徒を少し注意深く見ていればわかる」

　まさか猫に変身して夜な夜なナタリアの部屋に忍び込んでいる、などと言えるはずもない。ライルはコホン、と小さく咳ばらいをした。

「そしてもうひとつ。君は先ほど、ナタリアと一緒に実習室をイチイの樹で埋め尽くした。授業で君と関わる限りでは、あれほど強力な魔術を一時に展開できる実力があるとは到底思えない。自分でもわかっているだろう？」

「……」

「あの、イチイを爆発的に成長させた魔術は、君の魔力をナタリア嬢が助けたおかげで発動した。つまりナタリア嬢の能力は、いわゆる補給魔術なのだ──と」

「……っ、先生！」

　オンディーヌはガバッと顔を上げた。

「ナタリアを──ナタリアの魔術を、危険なことに利用しないでいただきたいのです！」

「……」

「ナタリアは御父上を亡くし、我がロベレ侯爵家の養女となってからずっと、私に遠慮し付き従うようにして生きてきたのです」

　ライルは僅かに目を細め、オンディーヌをじっと見つめた。

「ロベレを出れば、ナタリアは誰だれ憚はばかることなく教育を受けることができて、魔術の才能も開花させることができるだろう、と思っていました。ナタリアの魔力に依存し成長が止まりそうになっていた私自身のためにも──学園に入りさえすれば、と。ですが、私のような者が、ナタリアの素晴らしい魔術をどうこうできると思っていたなど。浅はかでした」

　オンディーヌはぎゅっと表情を歪める。

「悔しい……」

　唇を震わせて呟くオンディーヌに、ライルはひとつ頷くと、顔の前で掌を開き、ふっと小さく息を吹きかける。すると掌の上に、ぼうっと緑色の小さな炎が灯った。

「それは……？」

「これは誓約の炎。最終学年で習う魔術だ」

　澄んだ緑色の炎は、ライルの掌の上でゆらゆらと揺れている。

「──これから私が話すことは全て真実で、本心からの言葉であることを誓う」

　小さく呟くと、炎が一瞬明るくなり、また元の大きさに落ち着いた。ライルは僅かに口の端を上げる。

「私が嘘をつくと、誓約の炎は消える。いいね？」

「……はい」

「まず、私はナタリア嬢が補給魔術師『アークシリア』の素養を持つものであると確信しているが、そのことを君以外の人間に話したことはない──学園長にも、騎士団の人間にも、誰にもだ」

「学園長にも……ですか」

「私の知る限り、今このコルダ王国にアークシリアと称される魔術師は一人も居ない。平民の中にその才が埋もれてしまっているかもしれないが、少なくとも魔術騎士、王宮魔術師の職に就いている者の中には、一人も。つまりナタリア嬢の才能は非常に貴重で、稀有な存在であるといえる」

　オンディーヌはぎゅっと眉を寄せたまま、頷いた。

「私は魔術騎士団長の職にあるが、ナタリア嬢の力を軍務に利用しようとは考えていない。むしろ、その逆だ」

　オンディーヌは誓約の炎をちらりと見たが、弱まることもなくライルの掌の上でゆらゆらと輝いている。つまりライルは本心を話している、ということになる。

「彼女の力が明るみに出れば、誰もがその魔術を欲しがり、傍に置きたいと熱望することだろう。その影響は自国内に留まらず、国家レベルの非常に危険な争奪戦が繰り広げられる可能性すらある」

　ナタリアの争奪戦──それこそ、オンディーヌが一番危惧していること。しかも国家レベルで非常に危険、などという不穏すぎるライルの物言いに、オンディーヌはふるふると首を横に振った。

「よって少なくともナタリア嬢が補給魔術を自在にコントロールできるようになるまで、その能力は秘匿されるべきであると考えている。学園長にすら、知らせたくないと思っていた」

「先生……」

「だが、あのように実習室をイチイで埋め尽くしてしまい、軽傷ではあったものの怪我人が出た、ということになれば。そうもいかない」

　ライルはまたオンディーヌをじろり、と睨みつけた。余計なことをしてくれた、という表情だ。

　夜が明けて寮から出てきた生徒たちは、ガラス張りの温室がイチイの枝葉でぎっしり埋まっているのを見てびっくりするだろう。それに、ナタリアの看病をしている医務官は当然、学園長に顛末を報告するはずで──。

「おかげで、少なくとも学園長とナタリア本人には現状を把握しておいてもらわねばならなくなった」

　ライルは、誓約の炎を載せていないほうの手をオンディーヌに差し出した。

「実習室の鍵は君が持っているのだろう？　私が返しておこう」

「え？」

「今回の件に私が関わっていることの証明だ」

「……？」

「私は、君たち二人が実習室に入ってゆくのを見ていた。だから倒れていた君たちを迅速に救助することができた」

「は、はい。ありがとうございます」

「いや──そうではない」

　ライルは首を振った。

「君が、ナタリア嬢の補給魔術を引き出そうと企んでいることに気づいていた。君とナタリア嬢の魔力が相乗し危険な結果を招くかもしれないとわかっていたのだ。だが、止めなかった」

「先生……」

「好奇心、だな。ナタリア嬢の力を見極めたい、と私も強く望んでいたから。私の知る君の魔力量と、ナタリア嬢の底知れぬ補給魔術の能力をもって、どこまでやれるのかをこの目で見たかったのだ」

　誓約の炎はライルの掌の上で美しく輝き、微動だにしない。

「つまり、私も同罪。君たちの魔術鍛錬に立ち会ったも同然だ。君たちに怪我をさせてしまった責任は、教師たる私にある」

　ライルにもう一度促され、オンディーヌは制服のポケットから実習室の鍵を取り出すと、ライルの掌の上にかちゃり、と置いた。

「とにかく。今後は彼女の身の安全を第一に考えつつ、秘密裡に補給魔術の制御を会得させねばならない」

　まずは学園長に報告だな……と気乗りしなさそうに呟くライルに、オンディーヌは怪訝な顔をする。

「先生はなぜそこまで──？　そもそも、どうしてナタリアの力に気づいたのですか？　彼女に凄まじい補給魔術の力があると──」

　オンディーヌの問いに、ライルはぴくっと瞼を動かした。繰り返すが、まさか猫に変身して夜な夜なナタリアの部屋に忍び込んでいる、などと言えるはずもない。

「それはとてもデリケートな問題だからな今の段階で君に話すことは得策ではないと思っているわかってくれいいな」

　息継ぎなしで返答するライルに、オンディーヌはさらに怪訝な顔をする。

　ライルの掌の上で、緑の炎はキラキラと揺れていた。









　そのころ、医務室のベッドの上でナタリアはぱちりと目を覚ました。ゆっくりと身体を起こし、辺りを見回す。ナタリアが起きた気配を察したのか、天蓋から下りている薄布をかきわけて、白衣を纏った医務官が覗き込んできた。

「目が覚めた？」

「はい、ここは──？」

「医務室よ。初めて来たの？」

「はい」

　健康優良児ね、と医務官は薄布を紐で纏めながらにっこりと微笑んだ。

「実習室で魔力を暴走させたらしいわね。手足に少し擦り傷があったから手当をしておいたわ」

「申し訳ありません、ありがとうございます……」

「どこか痛いところは？　体調はどうかしら？」

　ナタリアは首や肩を少しぐるっと回してみたが、どこにも痛みは感じない。目覚めはスッキリ、良く寝た日の翌朝のように爽快で、体調も悪くなさそうだ。

「どこも痛くはありません。体調も良いようです」

「そう、良かった。だけど今日一日は講義を休むようにとバルティン先生からの厳命だから、もう少し眠ることね。教務室には連絡しておいたわ」

「えっ？」

　なぜバルティン先生の名が出てくるのだ。数回講義を受けただけの、長身の若き臨時教師のイメージをぼんやりと思い浮かべながら、ナタリアは小さく首を捻った。

「あの……すっかり体調は良くなったので、自室に戻ってはいけませんか？」

　医務官はくすっと笑った。

「ここは落ち着かないかしら？　無理をせずちゃんと休むと約束するなら、部屋に帰ってもいいわよ」

「はい、今日は部屋でちゃんと休みます」

　ナタリアはベッドに腰かけたまま、深々と頭を下げた。立ち上がって制服の乱れをささっと整え、解かれていた髪を結おうとしたが紐が見当たらない。仕方なく手櫛で長い髪を梳き下ろし、もう一度医務官にペコリと頭を下げて、扉を開けて医務室を出て行こうとした。

　そこに、コンコンと軽くノックの音が聞こえたと同時にドアがガチャリと開いて、ドアノブがナタリアの制服を掠った。

「──これは失礼」

　医務室に入ってきたのは、金髪紫眼の見目麗しい生徒だった。ナタリアは一瞬ぽかんとしたあと、ハッとその人相の記憶に思い当たり、慌てて深く膝を折った。その背後から医務官が声をかけてくる。

「あら、ジェローニ殿下。どうしたの？」

「……オンディーヌが医務室に運ばれたと聞いたので」

　ぼそり、と呟くジェローニに、医務官が肩を竦めた。

「オンディーヌはナタリアの付き添いでここに来ただけよ。怪我はないわ」

「そうですか……講義を欠席しているので、どうしたのかと」

「あら、教室に居ないの？　学園長に呼び出されているのかしらねぇ」

「……」

　オンディーヌの婚約者、第二王子ジェローニはむすっとした顔でナタリアのほうを見た。

「ではナタリア……ロベレ侯爵令嬢？」

「は、はい」

「君が怪我をしたのか？」

「い、いえ。少し擦りむいただけで。もう自室に戻るところです」

「……送ろう」

「え？」

　ジェローニはナタリアにくるりと背を向けて、廊下をスタスタと歩き出した。ナタリアは一瞬躊躇したが、慌ててジェローニの後を追う。

「……」

「……」

　ジェローニは中庭に出て、隣の棟の階段を上がりはじめた。ナタリアはその一歩後ろを無言でついてゆく。「送ってもらわなくても一人で帰れる」と言いたいところだが、第二王子に向かってそんなことを言うのも憚られる……などと考えていたら、ジェローニがぴたりと立ち止まった。

「──ちょうどよかった」

「え？」

　傍らのドアを開け、さあ、と促される。

「君とは一度話をしたいと思っていたのだが。いつもオンディーヌと一緒に居るから、なかなか声をかけるチャンスがなくて」

　開け放たれたドアの向こうには、本を抱えた侍従が一人立っていた。この部屋は、第二王子ジェローニに与えられた、学園の貴賓室らしい。









　部屋の中は、机の上も、床も、棚の上も、本だらけだ。何やら片付け中なのでは……と入室を躊躇するナタリアに、ジェローニはじろりと冷たい目を向けた。これは到底、帰れる雰囲気ではない。ナタリアが恐る恐る室内に入ると、侍従が慌てて肘掛け椅子の上に山と積まれていた本を持ち上げた。

「どうぞおかけください──もうすぐ学年末でございますので、書棚の整理をしている最中でして」

　さほど広くはない部屋の壁一面に、背丈よりも高い本棚がみっちりと据えつけられているのだが、その棚はほとんどが空いている。

「殿下は一度お読みになった御本は全て記憶なさいますので。読み返すことのない本をまとめて王宮に送ったあと、空いた所にまた新しい本を詰め込む、という作業中なのです」

　頼んでいた本がどっさり届いたばかりで……と侍従はハァと溜息をついた。なるほど、そこらじゅうに積まれているのはこれからジェローニが読もうとしている本で、分類して棚に片付けている途中らしい。

　この国で、本はとても貴重で高級品だ。こんなにどっさり、壁一面に書棚を設けるほどの本に囲まれて過ごすなど。宝飾品に全く興味のないナタリアは、第二王子の贅沢ぶりにくらりと眩暈めまいがした。

　しかも、この学園では侍女侍従を伴うことは禁じられているはず。さすが王族ともなると例外なのだな、とナタリアはせっせと本を片付ける侍従を労しげに見つめた。

　肘掛け椅子にちょこんと浅く腰かけて、ナタリアがきょろきょろと本の山を眺めていると、ジェローニはこれまた本が山と積まれた執務机の向こうに回り込み、どかりと座った。

「──ここにある本は、ほとんどが借りたものだ。本の収集癖がある貴族連中と繋がっているから、私が興味を持ちそうな本を貸せと頼んでおくと、送ってくれるのだ」

「そ、そうなのですね」

　ジェローニは机に肘をつきながらふい、と片手を横に払った。すると積まれていた本が一冊、ふわりと浮き上がってスルスル……と書棚に吸い込まれた。侍従は一冊ずつ手に持って丁寧に本を片付け、ジェローニは魔術を使ってそれぞれ本を片付けてゆく。

　こんなペースでは、全ての本が書庫に収まるにはひと月ほどはかかるのではないだろうか。

「それで──話というのは、他でもない」

　一冊の本がひらひらと宙に浮き、目の前を通過していく。まるで蝶が舞っているようだな、と目で追いながら、ナタリアはこくりと頷いた。

「はい、お話とは何でしょう」

「君の父上、ギール殿のことだ」

「父の？」

　近衛騎士だったナタリアの父は、職務中の事故で背中に傷を負い、亡くなった。詳しいことは知らされていないが、王宮勤めの近衛だったのだから、もしかするとジェローニと面識があったのかもしれない。

　怪訝そうにジェローニの顔を窺うナタリアに、ジェローニはきゅっと唇を噛み締めた。

「君には知らされていないとは思うが。君の父上は私を庇い、矢傷を受けて亡くなったのだ」

「えっ」

「ギール殿は私の護衛騎士ではなく、王宮警備の近衛騎士だったのだが。王宮内に刺客が侵入したことを察知し、咄嗟に私の前に飛び出して、身を呈して守ってくれた」

「……そう、でしたか」

「同じ学び舎にありながら君に対して知らん顔をすることなど、私にはとてもできない──私を、恨んでくれていい」

「そんな……」

　首を振るナタリアに、ジェローニは拳を握りしめた。

「君はとても優秀だとオンディーヌから聞いている。将来は王宮に出仕することもあるだろう。その時に、君の父上を見知っている人間と出会うかもしれない」

「……」

「知っておいたほうがいい。君の父は、生きていても死んでいても大して意味のない、役立たずの第二王子を庇って亡くなったのだ、と」

「……え？」

「知っている者は知っている。私は王宮で疎まれているのだ。本来、王族が魔術学園に入学するなど許されないことなのだが、懸命に父王を説得し、やっとの思いで王宮から逃れてここにきた」

「疎まれている……？」

　第二王子が桁外れに優秀であるという評判は王国中に轟いている。王色の金髪紫眼をもち、やや痩せてはいるが見目麗しく知的で落ち着いた佇まい。名門ロベレ侯爵家の令嬢を婚約者に持ち、疎まれる理由などないように思えるのだが。

　そういえば、学園でオンディーヌとジェローニが一緒にいるところを見たことはないな、とナタリアはぼんやりと思った。

　ジェローニは、焦げ茶色の背表紙の本がふわふわと宙を泳いでゆくのを、僅かに微笑みながら見送った。

「ここは、ほんとうに自由だ。王国全土から集まってきた優秀な生徒たちと肩を並べ、誰に遠慮することなく存分に学ぶことができる。このように大量の本に囲まれて過ごせるし、図書室に行けば貴重な書物が山のようにある。その上、自分のわからないことを教えてくれる先生までいるのだから」

　しみじみと呟くジェローニに侍従はふぅと小さく息をつき、手にしていた本をサイドテーブルの上に置いた。

「少し机の上が片付きましたので、お茶のご用意をいたしましょう」

「……ああ、頼む」

　侍従が部屋を出てゆくのを横目で見ながら、ジェローニは一冊、また一冊と魔術で本を浮かせ、棚に収めてゆく。

「しかし──ここで学ぶうちに、私の考えは変わった。やはり私は諦めたくないのだと気づいた。本当は王宮から逃げてきたのではなく、学ぶことで力を得たいと思っているのかもしれない」

「……」

「今の自分には、ひたすら学ぶことしかできないが。将来、必ずやここで得た知識を王国のために──」

　するとその時。

　部屋じゅうに散らばっていた数百の書物が、一斉にぶわっと宙に浮きあがった。

「え？」

「……は？」

　びゅっ、と風を切り次々に書棚に収まってゆく大量の本。部屋じゅうをものすごい勢いで飛び交い、ナタリアの髪や鼻先を掠めながら、びゅんびゅんと風切り音を響かせながら、まるで小鳥の大群が巣に帰るように、まっすぐ本棚のほうへ飛んでゆく。

　あっという間に全ての本が書棚にすっぽりと収まった。机の上にも床にも木箱の中にも、ただの一冊も残っていないようだ。壁面はぎっしりと満杯の本で埋め尽くされ、部屋はすっきりと片付いた。

「これはいったい……どういうことだ」

　ジェローニは呆然と書棚を見渡したあと、ナタリアのほうを見遣って瞠目した。

「ナタリア嬢？」

　ナタリアは肘掛を掴み、虚ろな目で宙を見つめている。

「どうしたのだ？　気分が悪いのか？」

「い、え……」

　ナタリアの身体がふらりと揺れた。ジェローニは慌てて立ち上がり、執務机を回ってナタリアに駆け寄ろうとしたと同時に、貴賓室の扉がばあん、と勢いよく開いて、魔術教師ライルが飛び込んできた。

「──っ、ナタリア！」

「……？」

　必死の形相のライルに腕を掴まれたとき、ナタリアはその翡翠の瞳に既視感を抱いた。えっと、この瞳の色をどこかで見たことが──と記憶を探ろうとしたとたん、ナタリアはかくんと脱力し意識を失った。肘掛椅子から前のめりに崩れ落ちた身体を、ライルがぎゅっと抱き込む。

「バルティン先生……なぜここに？」

　ライルはナタリアを抱きしめながら、絶句しているジェローニをギロリと睨みつけた。

「殿下──詳しい事情は、また追ってご説明します。今日のことは決して口外なさらぬよう。いいですね？」

　吐き捨てるように言い放つと、ライルはナタリアをふわりと横抱きにして貴賓室を出て行った。
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　ナタリアが次に目覚めたとき、今度は自室のベッドの中だった。

　窓の外は陽が落ちたばかりらしくカーテン越しにも薄明るい。ナタリアはのそり、とベッドから起き上がり、制服のまま寝ていることに気づいた。着替えなくちゃ……とのろのろとクロゼットに近づいて部屋着を取り出す。

　そこに、カーテンの奥で窓がカタン、と揺れる気配がした。ナタリアは着替える手を止めて窓際に歩み寄り、カーテンを手繰る。すると、閉まった窓の向こうに銀猫がいて、前足でかたかたと窓を揺らしていた。

　庭木の隙間から射す沈みかけた陽が、銀猫の背中の毛並みを照らしている。ナタリアは窓を開け、猫を室内に招き入れた。じっとこちらを見つめる猫に微笑みかけ、二、三度背中を撫でてやる。

　薄暗くなってきた室内で部屋着に着替え、制服をクロゼットに片付けて、ランプに火を入れようとした。が、いつもキャビネットの上に置いてあるはずの小さなランプが見当たらない。

　そうだ、この部屋のランプは、夜明け前にオンディーヌに付き添って実習室に行ったときに持ち出し、置きっぱなしにしてきたのだった。

　やや混乱している頭の中を整理してみる。たしか……早朝に実習室でオンディーヌが魔術を暴走させ、そこで気を失い、目覚めたら医務室にいた。

　その後ジェローニ殿下の貴賓室に招かれて、そこで本の大運動会みたいな光景を目にし、また気を失った──そして、今は自室に戻っている。

　いったいどうやって戻って来たのか、全く記憶にない。どこまでが現実だっけ──とナタリアは首を捻った。ランプが無くなっているということは、全て夢の中の出来事というわけではないらしいが。

　銀猫はランプの無いキャビネットの上に登り、気づかわしげにナタリアを見つめている。

　部屋に通ってくるようになったこの銀猫といい、オンディーヌの魔術の暴走、さらにジェローニ殿下の魔術の暴走まで、何だか最近おかしなことばかり起こるような気がする。

　すこぶる優秀とはいえ、オンディーヌもジェローニ殿下もまだ一年生。失敗したり、暴走したりはままあることなのかもしれない。それを克服するために、日々学園で研鑽を積んでいるのだから。

　そういえば、あの完全無欠然としたバルティン先生も「学生時代に裏庭の焼却炉を壊した」とか言っていたような。

　考えごとをしているうちにだんだんと陽が暮れてきて、部屋の中はすっかり暗くなった。これからランプを捜しに行くわけにもいかないし、一日に二回も気を失うなんて、自覚はなくとも体調が悪いのかもしれない。

　そう思うと少々不安になってきた。もう今日はとことん寝よう、とナタリアはまたベッドに潜り込んだ。

　横になったナタリアの胸元に銀猫がやってきて、寄り添うように丸くなった。美しい翡翠の瞳が暗闇にきらりと輝いている。

「窓……開いているから。今日はもう飼い主のところへ帰りなさいね」

　銀猫の毛並みを撫でるナタリアの手がやがてずしりと猫の上に脱力し、すぅ、と深い寝息が聞こえてきた。






　そして翌朝、猫が帰ったあとの窓がなぜかぴたりと閉められていたのだが、ナタリアは特に違和感を抱くこともなく、すっきりした身体を制服に包んで講義棟へと向かった。

















第二章












　遠くで、五つの鐘が鳴っている。授業が始まる時間だが、ナタリアはＢクラスの教室ではなくなぜか学園長室に居た。

　部屋の中心に据えられた革張りの応接椅子には、緊張を隠し切れない様子のナタリアと、その向かいにうーんと眉間に深い皺を刻んだ学園長ゴードンが座っている。椅子の横に立って腕組みをし、ナタリアの顔をじっと見下ろしているのは、魔術教師ライル・バルティンだ。

　ナタリアの頭には、何やら茶色い紐のようなものが十本ほど貼り付けられていた。タンポポの茎くらいの太さのその紐は、向かい合わせに座る学園長のほうへ伸び、繋いでいる──ナタリアの頭と、学園長の頭を。






　どうしてこんなことになっているのだろう、とナタリアは小さく溜息をついた。






　半刻ほど前のこと。

　ゆうべよく眠ったせいか今朝はすこぶる体調もよく、ナタリアはすがすがしい気分で講義棟に向かった。休んだ分の講義ノートを見せてもらうためクラスメイトの姿を捜していたら、遠くＢクラスの扉の前に、魔術教師ライル・バルティンが腕組みをし、壁に凭れて立っているのが見えた。

　始業前、講義棟の廊下は白地の制服姿で混みあっている。そこにニョキっと生徒たちよりも頭ひとつ飛び出た長身と、黒づくめの魔術教師の服装が遠目にもやたら目立つ。

　Ｂクラスの一限目はバルティン先生の授業じゃないのに、と思いつつ横を向いて、またすぐ前を向いたら目の前は真っ黒──というか、視界が黒装束でいっぱいになった。

「え？」

　ナタリアが恐る恐る顔を上げると、渋い顔のライルに見下ろされている。

「おはよう、ナタリア・ロベレ」

「おはよう……ございます？」

　ここから教室まではまだかなり距離があるのだが。たった今、Ｂクラスの前に立っていたはずのライルが何故目の前に？　そして一体自分に何の用が？　ときょとんとしたままナタリアはライルに腕をぐっと掴まれ、ずるずると引きずられるようにして学園長室に連れてこられた。そして何の説明もなく応接椅子に座らされ、頭に何やら紐を装着され、学園長の頭と繋げられてしまったのだ。






　ナタリアのこめかみから学園長のこめかみへ。ナタリアの旋毛つむじから学園長のそこへ。耳の後ろから耳の後ろへ──それぞれ紐で繋がった状態で学園長が魔力を流し、ナタリアの身体から魔術が沸き起こる仕組みを調べようとしている……らしいのだが。

「うーん、よくわからんが──」

　学園長がぎゅっと深く眉を寄せ、いつもに増して深い皺を刻んだ。ぴしりと撫でつけられているオールバックの白髪のあちこちから茶色の紐を生やしている姿は、まるで異界の魔物のよう。生徒たちが見たら吹き出してしまうかもしれない容貌だが、とてもじゃないが今は笑える雰囲気ではない。

　これまで言葉を交わしたことすらないのに、この国で最も優れた不世出の魔術師と名高い学園長の目の前に座り、十数本の紐で繋がっているなんて……いったいどんな顔をすればよいかわからない。ナタリアは目だけを動かし、きょろきょろと辺りを見回した。

　ナタリアをここに連れてきたライルは、さっきからずっと難しい顔で腕組みをしたまま、座っているナタリアの顔を見下ろしている。

「ほんのわずか……右側の後頭部が反応しているような気もするな」

「後頭部。やはり、そうですか」

「反応は微弱だが──もう少し魔力を強くしても大丈夫か？」

　学園長に至近距離で顔を覗き込まれ、ナタリアはびくっと身を震わせた。深い紫色の瞳に吸い込まれそうだ。

「は、はいぃぃ」

　緊張のあまり返事の声が裏返ってしまう。学園長はふふ、と小さく笑った。

「そんなに怖がらずともよい。痛みを与えるようなことはしない」

　深い彫りの奥で紫の瞳がひときわキラリと光った。と同時にナタリアの頭がぴりっと痺れた。鼻の奥がきゅうっとして、眉間からこめかみにかけてつーんと電流が走る。瞳がみるみる滲んで涙が盛り上がり、ナタリアの両頬をぽろりぽろり、と雫が伝った。

「──やめてください。これ以上はナタリア嬢の負担になる」

「わかった」

　ゴードンはふぅと深い溜息をつき、自分の頭に付けられていた紐をぶちぶちと外した。ナタリアの顔の周りに、紐がばらばらとぶら下がる。そのうちの一本、ナタリアの耳の後ろに繋がっている紐をライルが拾い上げて、紐の先をきゅっと握った。

　切ないような、もどかしいような感情に涙していたナタリアの脳内に、ぼうっと温かいものが広がる。まるでライルに優しく励まされているようで、ナタリアはふぅと安堵の溜息をついた。

「大丈夫か、ナタリア」

　ライルはナタリアの頭から紐を取り去ると、黒い教師服の内ポケットからチーフを取り出し、身を屈めてナタリアの頬の涙の痕をとんとん、と撫でてやる。ナタリアはどぎまぎしながらこくりと頷いた。

「耳の後ろのここは──人間の幸せや喜びを司る部分だと言われている」

「は、はい」

　少々乱れてしまった結い髪をナタリアが手櫛で整えるのを、ライルはじっと見つめた。

「……そして、先ほど学園長の言っていた右の後頭部は、同情や共感を司る場所だ」

「同情や、共感の、場所──」

　ナタリアはきょとんとした。

　学園の授業でも、感情とは頭の中で作られるもので、しかも場所によって司られる感情が異なる、と習っている。大雑把に言えば前頭部は理性、後ろは感情。深さによっても異なるらしい。

「──つまり。君の魔術は、後頭部の同情や共感を司る器官から発現している可能性が高い、ということだ」

「はあ」

「これは普通の魔術師とは逆。感情に任せて魔術を扱うことは危険なので、そうならぬようもっと頭の前部を使う感覚を教え込まれるものだ」

「は、はい。魔術発動は頭の前部を使え、と──そのように授業で習いました」

「君の場合は、頭の前部が魔力と繋がっていないため、無自覚にしか魔術を使えない状態となっている」

「無自覚、ですか──」

　ナタリアはまた僅かに首を傾げた。

「あの、でも私は、無自覚にも魔術を使った覚えは一度もないのですが」

「そこが問題なのだ」

　学園長は応接椅子にゆったりと腰かけ直す。

「昨日の早朝、君はオンディーヌ・ロベレと二人で実習室に行き、魔術を暴走させたね？」

「は、はい。申し訳ありません」

「さらに昼前には、ジェローニ殿下の部屋で魔術の暴走が起こった。君は二度ともその場に居て、気を失っている」

「はい、かさねがさね申し訳ありません……ですが私はその場に居ただけで、何もしていないのです。あの強大な魔術は、オンディーヌとジェローニ殿下が発動させたものかと──」

　責任逃れをするつもりはないが、自分は単に居合わせただけでそんな魔術はとても……と首を振るナタリアの肩に、ライルの大きな手がぽん、と置かれた。

「何もしていないと思っている──それが無自覚ということなんだよ、ナタリア」

「……？」

　ナタリアの眼前に、学園長からばさりと書類綴りが差し出された。十数枚の羊皮紙が紐で綴じられており、その表題には──『アークシリア補給魔術師が出現した際の保護と対応について』と記されている。

『アークシリア』の言葉の意味は『助っ人』。魔術学生であるナタリアは、もちろんこの言葉の意味は知っている。

　この世には、他人の魔力を増強し魔術の発動を助けることができる稀有な能力を持つ者がいるらしい、ということ。そしてその能力者が俗に『アークシリア』と呼ばれていること。知ってはいるが、ナタリアにとっては書物の中に少しだけ出てくる、歴史上の存在──という感覚だ。

　ナタリアは書類綴りを手に取り、ぱらりとページをめくった。






　ここコルダ王国で『アークシリア補給魔術師』の定義が確立したのは、今からさかのぼること百年ほど前のことらしい。

　当時、世界最強の魔術師と讃えられていた一人の男がいた。彼はコルダ王から重用され、軍事において活躍したばかりか、政治の中枢にも関わる重職を歴任していた。

　ライルが所属する魔術騎士団を創設したのも、この人物であるという。

　その魔術師は輝かしい功績からいくつもの爵位を叙され、大きな屋敷に住んでいたが、常に一人の侍従を傍近く従えていた。妻を娶らず、日常でも戦場にもその侍従を伴い、愛人ではないかと口さがない噂まで立てられていた。

　だがある時、侍従は病により命を落としてしまった。魔術師は嘆き悲しみ、以来すっぱりと職を退いて屋敷に引き籠り、表舞台に顔を見せることはなくなったのだという。その後、魔術師はひっそりと天寿を全うした。

　主の居なくなった彼の屋敷には、大量の書きつけが遺されていた。

　傍に置いていた彼の侍従が、実は驚くべき能力──他者の魔力を増強することができる力の持ち主であったこと。その優れた力を独占して自分が名声を得ていた証拠と実例、力の謎を解明しようと苦心した痕跡、さらには彼を奪われることを恐れてその能力を秘し、服従させ搾取したあげく、力尽きた侍従はついに命を落としてしまった……という、想像を絶する日々の記録だった。






「──この記録は国家機密として厳重に保管され、百年経った今でもごく一部の者しか知ることを許されていない。魔術騎士団の創設者たる人物が、他者の能力を利用した偽りの才覚でこの国の政治までも牛耳っていたなど、とてもではないが公表できることではない」

　学園長の重々しい口調に、この出来事が魔術界にとっていかほどの汚点であるか、問題の大きさが窺える。

　しかしそんな重要機密を、一生徒に過ぎないナタリアに明かしてしまってよいのだろうか。いったい、何故自分に。漠然とした不安に鼓動がどくどくと強く打ち、ナタリアはきゅっと唇を噛み締めた。

　件くだんの魔術師によって明らかにされた『補給魔術』という概念は、後の世の魔力研究におおいに貢献した。薬によって魔力を回復したり、魔術を増強したりする仕組みが開発されたことがその一例である。

　この国以外でも、稀にその侍従のような『補給魔術師』が出現することもわかっている。時にはその稀有な能力を巡って諍いが起こり、魔術師同士で争奪戦が行われたあげく多くの者が命を落とすような悲劇的な歴史もあったという。

　現在、『補給魔術師』の出現が疑われた時には国への報告が義務づけられている。つまり、それほど「危険な存在」──とされているのだ。






　ナタリアの、ページをめくる手が震える。『即刻の身柄確保のうえ国家の管理下で厳重に管理し、その能力を国家のために使うべし』と締めくくられた通達文書には、先々代の国王の名が記されている。王命による通達は、この国では絶対の効力を持つもの。

　ナタリアはゆっくりと顔を上げ、横に立つライルの顔を見上げた──まさかとは思うが、つまり──。

「君の魔術の特徴は、これまで出現した補給魔術師たちのそれと一致する。つまり君は『補給魔術師アークシリア』であると推測される」

「『アークシリア』……？　私が？」

「そうだ。おそらく、今この国で唯一のアークシリアだ」

　ライルがこくり、と頷いた。

「オンディーヌ・ロベレ侯爵令嬢は、以前から君の力に漠然と気づいていたらしい。それが極めて貴重な能力であることはわかっていたが、危険性までは思い及ばず、この学園に君を入学させてその才能を開花させようとしていた」

「え……」

「オンディーヌ嬢が君をここへ連れて来てくれたおかげで、この学園内で守ることができる」

「守る……？」

　学園長がウォホン、と咳ばらいをした。するとナタリアの膝の上に置かれていた書類綴りがふわり浮き上がり、学園長の手に吸い込まれるようにするりと収まった。

「というわけで……我々は、今すぐ君の存在を国に報告することは得策ではないと思っている。君の力が安定するまでの間、その能力については秘匿したほうがよいと判断した」

　学園長は立ち上がり、目を丸くしているナタリアに向かって軽く肩を竦めた。

「国からの通達に背くことについては、私が全て責任を持とう」

「そして君の教育については──私が責任を持つ」

　ナタリアは学園長とライルの顔を交互に見遣った。不安げに揺れているその薄茶の瞳を、ライルがじっと見つめ返した。






「無意識に所かまわず補給魔術をぶっ放すことのないよう、これからは訓練によって自分の力を制御しなければならない。わかるか？」

　ライルの静かな声に、ナタリアは何と答えたらよいかわからず、唇を噛み締めたまま目を伏せた。
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「──ここだ。こうして前額から頭頂にかけてゆっくりと指を滑らせると」

　ライルの二本の指がナタリアの額にぴたりと付けられて、その後少しずつ頭頂部に向かって動く。

「は、はい」

「ここに、僅かな窪みがある」

　ナタリアの髪の中に挿し込まれた指が、頭蓋骨の一点を前後に擦り撫でた。

「生まれたばかりの人間は、ここに『フォンタネル』という大きな穴が開いているのだ」

「あ、穴？」

「フォンタネルは、成長して頭が大きくなるにつれ自然に塞がるものなのだが。この穴の名残りは、我々魔術師にとって大きな意味を持つ」

　すり、すり、と優しく指を滑らされている部分がいわゆるフォンタネルらしい。ナタリアはその場所に意識を集中させようとするのだが、指の動きのあまりの心地よさに思わずふぅと小さな溜息をついた。

　誰かにこのように頭を撫でられるなど、いつぶりだろうか。そういえば、いつも部屋にやってくるあの銀猫は、頭を撫でてやると気持ちよさそうに喉を鳴らす。猫の気持ちがわかるわ……とナタリアはうっとりとライルの指を受け入れた。

　そんなナタリアの様子に、ライルはふっと表情を緩める。

「──いいか。ここに魔力を流すぞ」

　じわり、と額から頭頂部にかけて温かな湯が滲みこむような感覚。ナタリアはゆっくりと目を瞑った。

「……私の魔力を……迎えにきてくれ、ナタリア」

「……」

　流れてくるライルの魔力を受け取れ、ということなのだろう。ナタリアはフォンタネルに滲みこんでくる温かなものを掴もうと、ぐっと意識を集中させた──が、何も起こらない。

「ど、どうすればいいのかわかりません」

「うん。今はまだそれでいい。私の魔力を感じていることだけでも意味がある──続けるぞ？」

　ナタリアはきゅっと唇を噛み締めた。やっぱりうまくやれない。

　自分があの伝説の『アークシリア』だなどと聞かされ、驚きと戸惑いの底に、ほんの少しの誇らしい気分が混ざっていることにナタリアは気づいていた。ずっと落ちこぼれだと思っていたのに、稀有な力を持っていて、しかもそれが他者を補助することができる能力だなんて。

　だけど、そもそも自分の意思で発動することさえできなければ、どんな優れた魔力を持っていたところで意味がない。優しく撫でられて、うっとりしている場合ではない……とナタリアは必死でライルの魔力を掴もうとするが、よくわからない。






　ナタリアの教育について、学園長は「焦らずともよい」と言ったのだが、ライルはすぐに始めると言って聞かなかった。もうあと二十日ほどで学年末考査が始まる。一年生が修了し、学園は長期休みに入るのだ。ナタリアもまた「早く魔力制御を身につけたい」と希望したこともあり、学園長室からライルの研究室に場所を移し、早速二人きりで訓練が開始された……なのに。

　全学年の魔術の授業を担務しているライルは、講義がかなり詰まっているはずだ。王国屈指の実力を持つ魔術師で、生徒たちの憧憬の的。優しい指と温かさはこの上なく心地よいが、朝からライルを独り占めしていることに、ナタリアは急に居たたまれなくなってきた。まさか今日の講義を全て休講にしてナタリアにつき合ってくれているのだろうか。

「あ、あの。先生もお忙しいと思いますので。後はこのフォンタネルという部分に繋がる感覚を自分で掴むことができるよう、練習します」

「最初が肝心なのだ。もうしばらく、このままで」

「い、いえ。もう充分です」

　身を引いてライルの指から逃れようとするのを、ライルはナタリアの首の後ろに大きな手を回して引き寄せた。

「──黙って。言うことを聞きなさい」

「……っ」

　額に指の腹の温かな感触がじんわりと滲む。ああ申し訳ない、とナタリアが目を瞑ったそのとき。ずるり、と何かが鼻の付け根を貫くような感覚がした。目の奥がつーんと痺れ、たちまちじわっと涙が盛り上がる。

「……ナタリア？」

　名を呼ばれて、ゆっくりと目を開ける。滲んだ視界の向こうでライルが目を細め、労し気な視線を寄越している。

「それでいい……もっとだ。ナタリア」

「……？」

　よくわからないが、言われたとおりナタリアはこのもどかしい感覚をさらに高めようとした。両目からほろほろっと涙が溢れ、視界が潤んでライルの姿が見えなくなる。

「……っ」

　突然額から指が離れたかと思うと、すかさずぎゅっと抱き寄せられた。自覚はないがナタリアの身体がふらつき、椅子から崩れ落ちそうになったらしい。しかし意識を失うことはなく、ぐったりとライルの腕の中に抱き留められる。
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「──今、何を考えていた？」

「あの……先生のような優れた方に、このように直々に特訓していただくことが申し訳なくて」

「うん」

「早く……終わらせて、先生は講義に行って欲しい、と……」

「なるほど」

　ライルはふぅ、と溜息をつくとナタリアの身体を支え、きちんと座らせた。

「気分は？　疲れてはいないか？」

「は、はい。大丈夫です」

「今朝はここまでにしよう。今後は放課後に。できれば毎日、訓練を行いたい」

「毎日、ですか」

「そうだ──ではまた、放課後ここに来なさい」

　ライルは座っているナタリアをじっと見つめると、くるりと背を向けて研究室を出ていった。

　ナタリアははぁ、と大きく息をつくとのろのろと立ち上がった。優しく労わるように訓練をしてくれていたライルが、急に素っ気なく部屋を出て行ってしまった。何か気に障るようなことをしてしまったのだろうか？　何もかも、わからないことだらけだ。

　ちょうど昼食の時間。午前の講義を欠席してしまったが、おそらく教務には学園長から連絡してくれていることだろう。

　いろんなことが起こって、頭の中がぐちゃぐちゃだ。ナタリアはとぼとぼと、食堂に向かって歩き出した。









　いっぽうライルは研究室を出て、速足で裏庭を闊歩していた。生い茂った樹々が黒い魔術教師の装束を掠め、枝葉が千切れてはらはらと宙を舞う。

　ひと気のない小径を抜け、実習室の前で足を止める。昨日は魔術の暴走によりイチイの枝葉でぎゅうぎゅうだった温室が、もうすっかり元の姿を取り戻して、ガラス越しに整然と植物が並んでいるのが見える。






　先ほどは、ナタリアのフォンタネルに自分の魔力を流し、彼女の魔力の在り処を探ろうとした。フォンタネルを経由して発動した魔力は理性と知性を纏い、魔術として展開される。訓練の第一段階として、無意識下から発散するばかりだった彼女の魔力に、まるでトンネルを掘るように道筋をつけ、制御できるよう導くつもりだったのだが。

　ライルは温室のガラスに手をつき、はぁと熱い吐息を漏らした。まだ身体の熱が治まらない。指先から流れ込んできた、ナタリアの魔力のなんと魅惑的なことか。指を伝って腕から肩から身体じゅうを痺れさせ、ライルの脳天を突き抜けた。

　ほろりと零れた涙に視覚まで揺さぶられて、大声で叫び出しそうになった。女の泣く姿など、そこらの石ころと変わらぬほどライルにとって些末なこと。何を感じたことも無かったというのに。

　ナタリアを抱きしめて床に押し倒し、口づけて、彼女の魔力を貪りそうになった。彼女と粘膜を触れ合わせたら、もう自分はおかしくなってしまうだろう、と思うほど。狂おしいばかりの衝動だった。

　片手で顔を覆い、はあぁぁぁとさらに大きな溜息をつく。学園長は彼女に話さなかったが、百年前あの魔術師は、アークシリアの侍従を傍に置いて補給魔術の力を搾取するだけではなく、心身ともに愛し尽くし貪ったという。そりゃそうだ、あんな魔力をまともに受けたら、理性など吹き飛んでしまう。魔術師たちの間に、血で血を洗うようなアークシリアの争奪戦が繰り広げられたことも、納得だ。

　彼女に近づいては危険だ。自分が自分で無くなり、古の魔術師たちと同じように彼女の身も心も魔力も、貪り尽くしてしまうのではないだろうか。

　ライルはふるふると首を横に振った。だからといって。彼女を他者に委ねるなどありえない。誰よりも傍に居て、自分の手で彼女を守りたい。自分以外の誰かが彼女のあの魔力を纏い、魅せられ、欲し、そして彼女に触れるなど──断じて、許しがたい。

　今日の放課後、またナタリアと二人で──。ライルの背にぞくぞくっと痺れが走った。






　そこに三つの鐘が鳴り、午前の講義の終わりが告げられた。校舎からざわざわと生徒たちが出てくる気配がする。ライルはひとつ大きく息をつくと、銀の前髪をくしゃくしゃと掻きあげた。喧騒を避けるように、また自分の研究室へと足を向け、歩き去った。
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　そして放課後。Ｂクラスの廊下にオンディーヌが立っていることにナタリアは驚いた。いつもはナタリアがオンディーヌをＡクラスの教室まで迎えに行き、二人揃って女子寮へ戻ることが習慣になっているのだが。

　Ｂクラスの生徒たちがその美貌に身惚れるように遠巻きにし、ひそひそと何やら囁き合っているのを気にも留めず、オンディーヌは教室から出て来たナタリアにつかつかと歩み寄った。白い制服の袖をがしり、と掴み、遠巻きに見ている生徒たちの間を縫って歩き出す。

「──行くわよ」

「……え？」

「今日から、私も一緒にバルティン先生の特別授業を受けることになったの」

「そ、そうなのね」

「そんなあからさまにホッとしないで。まさか特別な教育を受けることを躊躇ってるわけじゃないでしょうね？　──ロベレの屋敷に居たときみたいに」

　腕を取って歩きながらオンディーヌはじろり、とナタリアを睨みつけた。

「バルティン先生の個人授業を受けられるなんて、望んだってそうそう出来ることじゃないの。卑屈になっている場合じゃないでしょう？」

「そ、そうね……」

「もう、しっかりしてよ！」

　オンディーヌは足を止め、ナタリアに向き直った。

「やっと、貴女の能力が認められようとしてるっていうのに。私がどれだけこの日を待ち望んできたことか──」

「……オンディーヌ？」

「いいわね？　このチャンスを逃すなんて絶対に許さないから。貴女はとても優秀なの。Ｂクラスに埋もれたままでいるなんて、ありえないっ」

「えっと……」

　オンディーヌに引きずられるようにして、ナタリアはライルの研究室へと連れて行かれた。

　終業を告げる七つの鐘が鳴ってからまださほどの時間も経っていないのだから、ライルのもとを訪ねるのは少し早すぎるのではないだろうか、とナタリアは思ったのだが、研究室の扉をノックして開けると、魔術教師はまるで待ち構えていたかのように扉の傍で腕組みをしていた。

「君の魔力は、オンディーヌ嬢の魔力と相性がいいようだから。今日からは、彼女に訓練に立ち会ってもらうことにした」

「はい、わかりました」

　こくりと頷くナタリアに向かってライルはぎゅっと眉を寄せ、厳しい顔で二人の女子生徒を部屋の中へ招き入れた。

　実のところ、ライルがオンディーヌを同席させたのは、これ以上二人きりでナタリアの魔力を浴びてしまったら、自分の理性を保つ自信が無かったからだ。ライルはコホンと小さく咳ばらいをすると、ナタリアとオンディーヌを木の椅子に並んで座らせた。

「では。今日は、君たちのこれまでの生活を聞かせてもらいたい。二人で過ごしてきた日々の中で、なぜオンディーヌ嬢がナタリアの魔力に気づくに至ったのか、ロベレ侯爵家でどのようなことがあったのか、些細なことでもいい。話してくれないか」






　──かくして、ナタリアの補給魔術を開花させるための放課後特別授業が、開始されたのである。
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　夕食後、ナタリアは自室で一人、勉強をしていた。

　ライルによる放課後の魔術特訓を受け始めてそろそろ十日になる。おかげでこのところ少しずつ、魔力を「頭の中から正しい道筋で引っ張り出してくる」感覚を掴みつつある。

　ナタリアは左利きの手にペンを握ってサラサラとノートの上を走らせながら、右の掌にはなぜか丸い小石を載せ、ころころと弄もてあそんでいる。消灯まであと一刻ほど、いつも通り少しだけ開けておいた窓のあたりで、カーテンがふわりと持ち上がった。一呼吸置いて床にトン、と軽い足音が響き、銀猫がナタリアの部屋にやってきた。

　勉強に没頭するナタリアの足元へいそいそと歩いてきた猫は、ぐーんと伸び上がってナタリアの膝に両手……もとい、前足をかけた。ナタリアはノートから視線を外さぬまま、手にしていた小石を傍らのガラス瓶にごろん、と入れた。身を屈めて銀猫の脇の下を掴み、ずしりと重い身体をよいしょと持ち上げ、ぎゅうっと抱きしめる。

　銀猫はなされるがまま、ナタリアの腕の中でぶらーんと脱力している。しっかりした体躯は、少々強めに抱きしめてもびくともしない。毛皮に顔を埋め、はあぁと大きく溜息をついた。

「緊張するのよねぇ、バルティン先生の特訓──」

　ナタリアは銀猫の額にぐりぐりと顎を擦り付けた。猫はくすぐったそうに目を瞑り、ニャウン、と小さく鳴き声を上げる。

　黒づくめの魔術師服に包まれた長身、銀髪に覆われた怜悧な美貌はいつも無表情。ナタリアと十も年は離れていないはずなのだが、纏う雰囲気はあの老獪な学園長ゴードンとさほど変わらない。ただでさえ威圧感のある容貌に息つく暇もなく特訓を課されて、プレッシャーが半端ない。

　さらにライルからは「決してアークシリアの能力を他者に悟られてはならない」と厳命されていて、無意識の発動を抑制するための訓練も並行して受けている。

　何としてもナタリアに魔力制御を会得させたいと強い意欲を持って取り組んでくれているのはわかるが、どうしてそこまで──？

「もしや先生は、私を魔術騎士団に引き入れようとしているのかしら……？」

　銀猫はまたニャウン、と小さく鳴く。ナタリアは「静かにね。あまり鳴いたら、マダム・ハパレイに気づかれちゃう」と銀猫の鼻先に指をぴたりと当てた。そのまま猫の鼻筋から額に指を滑らせ、両耳の間の滑らかな毛並みをくるくると撫でてやる。猫は気持ちよさそうにゴロゴログルグルと喉を鳴らした。

「お前にも、フォンタネルってあるの？　ここを撫でられると気持ちいいわよねぇ」

　このところ、銀猫は毎夜のようにナタリアの部屋にやってくるようになった。食べ物を与えているわけでもないのに足繁くここへ来て、ナタリアが勉強している様子をじっと見守り、「撫でろ」とさんざん要求し、膝の上に丸くなって少々寝息を立てたあと、「ではまた」とでもいうようにナタリアの顔をじっと見つめて、窓から去ってゆくのだ。

　間もなく学年末考査が始まるうえ、連日休みなく魔術特訓を受けている。心身ともに疲れているが、こうして銀猫を撫でているとほんとうに癒される。ナタリアにとって、もう彼この猫の居ない日常など耐えられない、という程だ。

　猫はナタリアに頭を撫でられながら、机の片隅にあるガラス瓶をじっと見つめている。中には木の実ほどの大きさの小石がいくつも詰まっていた。

「──この石で遊びたいの？」

　ナタリアは猫の視線に気づき、瓶を引き寄せて、中から小石をひとつ取り出した。机の上にころんと転がしてやると猫は小石に鼻を近づけ、くんくんと嗅いだが、手を出そうとはしない。その様子を、ナタリアは愛し気に目を細めて見ている。

「はあ、癒される。お前が居てくれて、よかった──」

　ナタリアはしみじみと呟いた。









　暫く経って。寮の窓々の灯りがすっかり消えたころ、しんと静まり返った女子寮の建物から、銀猫が悠々と裏庭にやってきた。下弦の細い月が薄っすらと浮かぶ闇夜に翡翠の瞳を爛々と輝かせ、誇らしげに胸を張り、ふさふさの尻尾をぴんと立てている。

　──お前が居てくれて、よかった──よかった──よかった……

　猫ライルの頭の中で、ナタリアの呟いた言葉が渦を巻きながらこだまする。ふるふるっと身を震わせ、楡にれの大木の陰でしゅるると人の姿に戻ると、ぐっと拳を握りしめ「っしゃぁ……！」と小さく呟く。

　彼女が疲れているのも無理はない、このところライルは放課後特訓で、ナタリアにやや苛酷な訓練を課している自覚があった。

　というのも、もうすぐ学園の長期休みに入るため、ライルも数ヶ月ぶりに辺境の魔術騎士団へと戻らねばならない。いっぽうオンディーヌとナタリアはロベレ侯爵家の領地で休暇を過ごすらしい。相応の護衛を伴わせるつもりではあるが、離ればなれになっている間に、ナタリアの身に何かあっては……と思うと心配でたまらない。

　せめて所かまわず無意識に魔力を発動することのないよう、休暇までに最低限の制御は身につけさせたい、とつい厳しく指導してしまう日々。

　だが彼女は猫ライルの存在に癒されているらしい。足繁く部屋に通っている罪悪感も薄れるというものだ。






　そしてライル自身にとっても、ナタリアとの日々の特訓は意味のあることだった。襲い掛からんばかりに彼女を求めてしまうこの邪な感情をどうにかせねばならないが、ナタリアから距離を置くことはできそうにない。

　それならば、せめてナタリアの魔力をたくさん身に浴びることで、耐性をつけようという思惑があった。毎日の特訓で少しずつ自分の身体をナタリアの魔力に馴染ませ、さらに猫の姿で部屋へ通いつめ、自分もまたナタリアに対して暴走せぬよう、鍛錬をしているのだ。

　猫として膝の上で愛でられながら、今すぐ変身を解いてナタリアを押し倒し自分の欲をぶつけたくなる衝動といつも闘っている。幸い、人間の姿でいるときよりは衝動は抑えやすく、今のところは喉をゴロゴロ鳴らしたり、鼻先を擦り寄せたりする程度で何とか気持ちを落ち着かせることができている。

　それにしても。彼女が「お前が居てくれてよかった」などと信頼を寄せている猫の中身が、実はこんなにも邪な想いでぱんぱんに膨らんでいる男であるなどと──何と罪深く、汚らわしいことだろう。ライルは真っ暗闇の裏庭を歩きながら、自嘲するようにふ、と口の端を上げた。









　そんなライルの葛藤もつゆ知らず。ナタリアは、夜な夜な部屋に通ってくる銀猫に、もはや家族のような情を抱いていた。

　食事はどこでとっているのか、ちゃんと決まった寝床はあるのかと猫の生活を案じてしまう。それどころか、自分以外にこの猫のちゃんとした飼い主がいるということに、少々嫉妬心まで感じてしまっているのだ。

　今日もナタリアの膝の上で丸くなる銀猫を愛でながら、「もうずっとここに居ればいいのに」とぼそりと声をかける。猫はぴくっと背を震わせた後、いっそうゴロゴロと大きな音で喉を鳴らしはじめた。

　こんな猫を自分で飼うことができたら、どんなに癒されるだろう。毎日好物を用意してやり、ブラッシングを施してやりたい。この美しさに相応しい名前をつけて呼びかけたい。ぎゅうと抱きしめて後頭部を思いきりスーハー吸いながら眠りに落ちるとか──幸せすぎる。

「あっ、そういえば──」

　ナタリアが何かを思い出したように立ち上がり、キャビネットに手を伸ばす。中から布包みを取り出してはらりと紐を解き、現れたのは一束の薄緑色の草、だ。

「ほら。ネペタ（≒キャットニップ）の葉よ、これ好き？」

　勝手に餌を与えるのは憚られるが、猫が好むというキャットニップを嗅がせるくらいはいいだろう、と学園の庭師から一束譲ってもらったのだ。

　銀猫の鼻先に草束を持って行き、ちょんちょんと刺激する。猫はスンスンと匂いを嗅ぎ、甘えるようにネペタの葉に顔を擦り付けた。ゴロゴロゴロ……とさらに勢いよく喉を鳴らしながら、猫にしては大きな手がナタリアの膝をもみもみしてくる。

　気に入ってくれたのかな、とナタリアは眉尻を下げた。






　そこにコンコン、とノックの音が響いた。そういえばそろそろ消灯の時間なのに、まだランプを点けたままだ。マダム・ハパレイに扉を開けられ、猫を部屋に引き入れているなどと知られたら叱責されてしまう。ナタリアは慌てて銀猫を抱き上げて、窓辺に連れていこうとした。

　すると──何やら目の前の空気がふわっと湧き上がった──と同時に、口を大きな掌で優しく塞がれた。

「……っ」

　瞠目するナタリアの眼前に迫っているのは「しっ」と人差し指を口元に当てるライルの顔。トントン、トントン、と扉を叩くノックの音が続く中、ライルが片手指を軽く弾くと、キャビネットの上で燃えていたランプの灯りがふっと消えた。

　ライルはナタリアの口を掌で塞いだまま、ベッドと窓の隙間に身を潜めた。ナタリアの腰に腕を回してぎゅっと抱き寄せ、耳元で「……静かに。ちゃんと説明するから」と囁く。

　扉が開くことはなく、ノックの音は消えた。窓から入ってくる僅かな月明りの下、目をまんまるにしてこちらを見ているナタリアに、ライルは優しく微笑みかける。ナタリアはますます瞠目した。教師ライルはいつも無表情で、笑ったところなど一度も見たことがなかったからだ。

　口を塞がれていた手が離れて、ライルの顔が近付いてくる。ナタリアの鼻先にライルの唇が微かに触れた。

「……君が悪い」

「え……？」

　薄闇の中、窓とベッドの狭い隙間に二人して蹲うずくまり、睫毛どうしが触れあいそうな距離で翡翠色の瞳がとろんと潤んで、瑞々しく光っている。ゆっくりと鼻先を擦り合わされ、ナタリアが堪らず「んん」と軽く声を上げた。

「あの、せんせ、い……？」

　ライルがふぅ、と溜息をつく。

「なるほど……ネペタを嗅ぐとこのように酩酊するとは。新発見だ……あちこち舐めたくて仕方ない」

「舐め……？」

「ナタリア……もう、我慢できない」

　ライルの瞳が苦しそうに歪んだ、と同時にくちゅり、と唇が合わさる。

「んん……っ？」

「ああ……ナタリア」

　上唇を軽く咥えて、舌先で少しだけ隙間を探る。ナタリアがびくっと身を硬くすると離れていき、また躊躇うように舌で触れ、優しく啄んで様子を窺う。

「ナタリア……ナタリア」

　切なげに名前を呼ぶその甘い声に包まれて、だんだんとナタリアの身体から力が抜け、顎が上がってゆく。ライルはナタリアの背に腕を回し、片方の手で顔の周りの髪を撫で梳かしながら、丁寧にナタリアの唇を愛で、僅かに開いた隙間にゆっくりと舌を挿し込んだ。

　舌と舌が触れ合った瞬間、ライルの全身にびりり、と痺れが走った。頭にかぁっと血液が集まる。その熱い血流は怒涛のように首筋を駆け下り、心臓を巡ってライルの下半身に集まってゆく。

　ナタリアの小さな手が、漆黒の装束の肩口をきゅっと握った。その僅かな感覚にライルは渾身の力を振り絞って、ばらばらに解けた理性の欠片を拾い集めることに成功した。唇の端から銀の糸を滴らせながら顔を離し、ナタリアをぎゅっと胸元に抱き寄せる。
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「……」

「ご、ごめんなさい……」

「──何を謝る？」

「まさか、あの猫が先生だなんて想像もしていなくて。ネペタを嗅がせたりして……私、なんてこと……」

　抱き寄せた胸元で、くぐもった声が微かに震えている。ライルはきゅっと心臓を掴んでむしられたように感じ、ナタリアを一層強く抱きしめた。

「……すまない、怖いだろう。自分に襲い掛かってきた男にこのように抱きしめられて」

「い、いえ。ネペタに酔っていらしたのですし……先生は何も」

「本当に、怖くない？」

「は、い──」

「ではもうしばらく、このままでもいいか？」

「え……」

　ライルの腕の中でナタリアが僅かに身じろぎしたが、離したくはなかった。こんな感情は生まれて初めてだ。焦り、もどかしさ、切なさ、後悔、そして──堪らなく、愛おしい。思わず口づけてしまったのはネペタに酔ったせいかもしれないが、理性の奥でふつふつと滾っているこの想いは薬草の効能とも、ナタリアの魔力にも全く関係ないと言い切れる。

　暫しの沈黙の後、ライルはナタリアの髪をゆっくりと撫ではじめた。

「本当に怖くないのか？　君が怖いというのなら、今すぐに出て行く」

　念を押すようなライルの問いかけに、ナタリアは黙って小さく首を振った。ライルはふぅ、と小さく安堵の溜息を溢す。

「……君が悪い、などと言ってすまなかった。猫に変身して女性の部屋に通うなど最低の行為。悪いのは私だ」

「い、いえ。そもそも猫を部屋に招き入れたのは私ですし」

　ライルはベッドの上に散らばったネペタの束に、ちらりと視線を遣った。

「あげく、酔いに任せて襲い掛かるとは──最低だな」

「いえそんなことは決して！　酩酊の勢いなど、勘違いもしませんので！　すっ、すぐに忘れますので！　先生が私のような者に──決して口外は」

「いや違う」

　ライルは少しだけ腕の力を緩め、ナタリアの顔をじっと覗き込んだ。

「酔った勢いでは、駄目だと言っているのだ」

「……え？」

「──人に戻って、あらかた酔いが醒めてきたな」

　ナタリアを見つめるライルの顔が、少しだけ愉快そうに綻んだ。

「何だか開き直ってきた。酔った勢いなどではないと、わからせたい……のだが」

「あの……？」

「しっ。静かに」

　そこにトントン、とまたノックの音がした。息を呑むナタリアの唇に、ライルがむぎゅっと人差し指を押し当てた。そしてそのまま指を下に滑らせてくい、と顎の先を掬い上げる。翡翠の瞳がしばらくナタリアを見つめたあと、長い睫毛が伏せられた。

　唇同士が一度軽く触れあって、離れる。熱い吐息がふぅ、とナタリアの口元を覆った後、くちゅり、と再び深く唇が合わさった。

「ナタリア？　もう寝ているの？　さっきから返事がないのはどうして？」

　トントン、トントン、と軽いノックの音が響く中、ライルは幾度もナタリアの唇を食む。粘膜が擦れ、唾液の絡まる重たい水音がドアの向こうまで聞こえるのではないかと思うほどの、深く、甘い口づけ。互いの微かな喘ぎ声が抑えきれず、吐息に混ざりあって漏れ出している。

　がちゃり、とドアノブが動く音がして扉が大きく開き、寮母が手にしたランプの灯りが部屋の中にすうと台形に広がった。

「──まあ、ナタリア。いったいどうしたの？」

　室内に入ってきたマダム・ハパレイは、窓とベッドの間で床にへたりこむナタリアの姿に目を丸くした。

「あ、あの……私、寝ぼけて……」

「ベッドから落ちてしまったのね」

　寮母はランプをキャビネットの上に置き、ナタリアに手を差し伸べながらベッドのほうへ近づいて来た。

「大丈夫なの？　怪我はない？」

「はいっ」

　ナタリアは慌ててベッドに這い上がり、するりと横たわった。部屋の暗闇に目が慣れていない寮母は、ナタリアがまだ夜着にも着替えていないことや、僅かに揺れるカーテンの向こうで窓が少し開いていることに気づかないようだ。

　ナタリアが上掛けを引っぱりあげてすっぽりと被ると、ネペタの束が身体の横でかさりと音を立てたが、コホンと咳ばらいをしてごまかす。

　寮母はナタリアを労わるように上掛けを整え、「おやすみ」と優しく声をかけて、部屋を出ていった。









　翌日。ライルは何食わぬ顔でＢクラスの授業に現れ、淡々と講義をしはじめた。

　とてもじゃないがライルの顔を直視できないナタリアは、テキストの上に深く顔を埋め、カリカリとノートにペンを走らせる。

　ゆうべナタリアは結局一睡もできなかった。油断すると「わあぁぁぁっ」と叫び出したくなるのを必死に抑え、枕を抱きかかえ、一晩中ベッドの上を右に左に転がって身悶えしつつ夜を明かしたのだ。

　あの銀猫が、まさか先生の変身した姿だったなんて。まったく気づかず毎日あの見事な毛皮に顔を埋め、撫でくり回し、ぎゅうぎゅうと抱きしめていた。膝に乗せて頬ずりし「お魚は好き？　やっぱりチキンかな」などと尋ねてみたり、目の前で着替えたり──ああ、何ということ。

　日々部屋に通ってきてくれるのが嬉しくて、たまたま温室で見かけたネペタの茎を、学園の庭師にお願いして分けてもらった。まさか銀猫が──先生が、あそこまでネペタに酩酊するとは思わなかったのだ。

　酔った勢いではない、と先生は言っていたがそんなはずはない。悪事をはたらいた人は「やってない」と言うし、酔っている人ほど「酔ってない」と言うものらしいから。

　だからといって──先生と口づけをした、という事実はなかったことにはならない。どうして自分は酔っていないのに抵抗もせず受け入れて、あんなふうにされるがままになってしまったのだろう。

　先生に逆らえないから仕方なく、とかそういう気持ちではなかった。やめてほしいと告げられず我慢していたわけでもなかった。

　甘い声が勝手に漏れ出てしまって、頭の中が真っ白になった。うっとりと心地よくて、マダム・ハパレイが部屋に入ってこようが、もうどうなってもいいとさえ──授業中にもかかわらず、また「わあぁぁ」と叫び出しそうになり、ナタリアは慌てて片手で口を覆った。

　赤くなったり青くなったり、あからさまに挙動不審なナタリアの様子に、周りのクラスメイトたちが怪訝そうにしている。






　いっぽうのライルは平静を装って講義をしつつ、僅かに口元をぴくぴくと震わせた。

　まず、ナタリアが授業に出てきてくれたことにホッとした。ゆうべのことを気に病んで欠席したり、体調を崩したりしていたら、と気が気でなかったのだ。

　しかしナタリアは授業を受けながらも、さっきからあきらかに挙動不審だ。酔っぱらった魔術教師に無体をはたらかれ、何がどうなっているのかとさぞ混乱しているのだろう。そんな思いをさせて申し訳ないが──正直、今ライルの心境はナタリアどころではない。

　女性の部屋に忍び込み、勢いに任せて唇を貪るなど許されないことだが、正直よくあそこで思い留まったな、と。

　それほど自分がナタリアに抱いている欲は深く、重く、厄介だとわかった。騎士として実戦を経験するなかで時にどうしようもない欲に支配されることがあるが、その感覚に似た、しかしもっと強烈な欲だ。

　はるかに年下の、しかも教師と生徒という間柄にもかかわらず、ナタリアへのどうしようもない想いをはっきりと自覚し、愛おしさに胸が潰れそうだ。同じ空間にいるだけで息が詰まり、身体が爆発しそうになる。今すぐ彼女を攫い、教室を飛び出して世界の果てまで連れ去り、誰にも邪魔されることなく際限なく愛したい。

　何食わぬ顔で授業をしながら、ふつふつと沸き上がる劣情に蓋をしようともがいている。下腹部がずしんと熱く、重い。後でこっそり研究室に籠って発散──するしかないか。

　生徒たちは、そんなライルの秘めた劣情に気づくことはない。が、何やら微妙な空気を感じ取る者がいるようで、あちらこちらでぶるっと身を震わせた生徒たちが「風邪でも引いたかな？」と腕をさすった。






　放課後、ライルの研究室に硬い表情のナタリアとオンディーヌがやってきて、いつもどおり魔術の特訓が行われた。オンディーヌがナタリアの額に手を載せ、二人は魔力を通い合わせる。ライルは壁に凭れて腕を組み、その様子をじっと見守っている。

　近ごろの二人はかなり多くの量の魔力をやりとりできるようになっていて、オンディーヌはナタリアが「理性を伴って」発動した穏やかな補給魔術で、気持ちよさそうに旋風を起こしたり、紙をぴりぴりと千切ったりしている。

「ナタリア、貴女はやっぱりすごいわ！」

　蝶々の形に千切り取った紙をいくつもふわふわと宙に舞わせながら、オンディーヌが誇らしげに歓声を上げる。ナタリアも、自分の魔力がオンディーヌの魔術に溶け込んでゆく感覚を楽しんでいるようだ。

「ほんの少しの魔力を使って、こういうふうにしたいと魔術のイメージを描いただけで、その通りのことが──いえ、それ以上の魔術が目の前に展開される。そのうえ私は全く魔力が消耗しないのよ？　本当に、奇跡みたい！」

　絶賛するオンディーヌに、ナタリアは少しはにかみながら首を横に振る。

「そもそもオンディーヌが魔術を使えなければ、私の力など何の役にも──」

「何を言ってるの！　こんな素晴らしい能力を持っていながら魔力無しのふりをしなければならないなんて──誰もが貴女を賞賛し、貴女の力を必要とするはずなのに！」

「──だから、危険なのだ」

　ライルがナタリアに近づき、その後頭部に大きな掌をそっと当てた。

「……っ」

「ナタリア、魔力を止めなさい」

　ナタリアは一瞬身を硬くしたあと、ぎゅっと目を瞑った。一呼吸置いて、オンディーヌの放った紙の蝶々たちははらはらと床に散らばった。ライルが温度の無い瞳を向けると、力を失ったそれらはシュッと音を立て、霧散するように消えてしまった。

「──オンディーヌ。君も未来の王子妃ならば、もう少し物事を俯瞰ふかんするよう心掛けたほうがいい」

「……」

　オンディーヌはじろり、とライルを睨みつけた。

「ナタリア。魔力の流れを止めるときにまだまだぎこちない部分があり、漏れがあるようだ。今の技量では到底、君の発作的な補給魔術の暴走を止められるとは思えない」

「はい……申し訳ありません」

「いつも言っているように、発動よりもむしろ制御を身に付けることを優先したまえ」

　後頭部に置かれたままの手に、ナタリアは身体を硬くして俯いている。ライルはふぅ、と小さく溜息をついた。

「この研究室での特訓は、今日をもってしばらく休止とする。明後日からは学年末考査が始まり、その後は長期休暇に入る」

「はい」

「二人はロベレの領地に帰ると聞いているが、くれぐれも身辺に気をつけて。日々魔術の鍛錬を怠ることなきように。わかったな？」

「はい……」

「では、訓練はここまで。帰りなさい」

　ライルはナタリアから身体を離し、執務机に歩み寄ると、もう二人に興味を失った、とでもいうように書類の束を持ち上げてぱらり、とめくり始めた。






　夜もとっぷりと更けたころ、銀猫は裏庭の小径を駆け、ナタリアの部屋の窓の下へやってきた。カーテン越しにぼうっと明るく灯るランプの光。もうすぐ消灯の時間なのだが、テスト前だけあってナタリアはまだ勉強しているのだろう。女子寮の建物を見上げると、灯りの消えている窓、光っている窓がちょうど半分半分、といったところだ。

　銀猫は音もなく窓枠に飛び乗ると、とんとん、とガラスを手で──もとい前足で小突く。応答はなく、銀猫は動かないカーテンをじっと考え込むように見つめたあと、もう一度前足を伸ばしてとんとん、とガラスを叩いた。

　ガラス越しにも、ナタリアの躊躇いが伝わって来る。が、しばらくしてベージュのカーテンが揺れた。猫は窓の外でごくり、と喉を鳴らす。ゆっくりとカーテンが手繰られ、少しだけ窓が開いて、猫は室内へと招き入れられた。

　銀猫は、窓を開けたナタリアの肩にずしりと乗っかったあと、ひらりとジャンプして寝台の上に飛び移った。

「……先生、ですか？」

　ナタリアが困惑ぎみに話しかけてくるが、銀猫はそのまま寝台の上に座り、毛づくろいを始めた。

　ナタリアはふぅ、と息をつき、また机に戻って勉強し始めた。が、いつもより自分と距離を取っているような様子の銀猫に気をとられ、全く集中できない。

「もう……」

　ナタリアは小さく呟き、ペンを置いた。すると銀猫が寝台からサイドテーブルに、そして机の上に飛び移ってきて、身体を回しながらナタリアの膝の上にごろんと丸まった。






　今さらだけど……これがもしライルだとして。あの先生の頭や顎下をわしゃわしゃ撫でるなど許されるのだろうか。戸惑うナタリアの指をもどかしく思ったのか、銀猫は早く撫でろと顔を擦り付けてくる。ゴロゴロと喉を鳴らす音。ナタリアは躊躇いつつも、見事な毛並みにそっと手を滑らせた。

　銀猫はもう勉強をやめろ、とでもいうようにナタリアの利き手をしっかりと両手で抱き込み丸くなった。たしかに、そろそろ消灯時間だ。テスト前、マダム・ハパレイはいつも以上に厳しく、消灯時間を守らなければ厳しく叱られてしまうだろう。

　ナタリアは椅子から立ち上がろうと、ずしりと重い銀猫を抱き上げた。すると猫は身を捩り、寝台に飛び移ってくるりと丸くなった。いつもナタリアが机から離れると帰ってしまうことが多いのに。

　ナタリアは机の上を片付け、猫が目を瞑っているのを確認したうえで、素早く夜着に着替えた。ランプを消し、恐る恐るベッドに腰かける。

「……帰らないの……ですか？」

　反応はなく、銀猫はベッドの上で気持ちよさそうに寝息を立てている。仕方なくナタリアは銀猫を足元に寝かせたまま横になった。

　しばらくすると暗闇で、足元の猫がのそりと起き上がる。ずし、ずし、と重みが移動してきてナタリアの首元までやってきた。上掛けに鼻先を突っ込み、中に入って来る。ナタリアの背中にぴたりとくっついて、またごろんと横になった。

　ゴロゴロ…と喉を鳴らす音が近い。ナタリアはふふ、と微笑んだ。やはり猫の温もりにとても安心する。すぐに眠れそうだと目を閉じて、すぅと眠気に引き込まれそうになったとたん、ふわりと空気が動き、ベッドが重みに軋んだ。






「──そう。君が猫にここに居て欲しいと望んでいる間は、私は猫でいられる」

「……？」

「君が眠りにつくその時までは、猫でいられるのだ」

　ナタリアの腹にゆっくりと長い腕が巻きつく。耳元にぴたりと唇が寄せられ、低い囁き声が流れ込んでくる。

「せ、んせい……？」

「動かないで。マダム・ハパレイに悟られる」

　振り向こうとするナタリアを制し、ライルが何やら魔術を発動した気配がした。部屋の空気がぴん、と張り詰める。物音が漏れぬよう、結界を張ったらしい。

　次にしゅるり、とナタリアの首に何か冷たいものが巻き付き、鎖骨にはらりと落ちた感覚がした。暗闇の中でナタリアが恐る恐る胸元に手を伸ばすと、指先に何やら鎖の感触が触れた。

「銀の鎖……魔封じの首飾りだ」

「魔封じ？」

「元は私の物だから少々長いかもしれないが、衣服の下に忍ばせるならそれでいいだろう」

　どうやら、ライルに首飾りのようなものをつけられたらしい。

「長期休暇の間、私は傍に居られない。魔術が暴走しないようそれを肌身離さず着けておくように」

「は、はい」

「湯あみの時も、眠るときもだ。魔術の鍛錬時には外さねばならないだろうが、くれぐれも周囲に気を配り、君の能力を他者に悟られぬよう。常にオンディーヌ嬢と行動を共にしなさい。わかったな？」

「は、はい」

　ライルは腕に力を込め、ぎゅうとナタリアを抱きしめた。

「──もう、開き直ることにした。自分の心に、正直に」

「……？」

　背後からナタリアを抱きしめたまま、ライルの片腕が暗闇に伸ばされた。するとぼうっと小さな緑色の炎が灯り、宙にゆらり、と浮き上がる。

「──これから私が話すことは全て真実で、本心からの言葉であることを誓う」

　ライルが呟くと、炎が一瞬明るくなり、また元の大きさに落ち着いた。

「これは誓約の炎。知っているか？」

「は、はい。書物で読んだことはありますが……見たのは初めてです」

　初めて見る誓約の魔術に少し興奮したのか、ナタリアが首を動かし、寝台から少し浮いた状態で宙に揺らぐ緑の炎をまじまじと見つめている。ライルはふっと小さく微笑んだ。

「──まず。最初に猫の姿でここを訪れた日、私は、君の傍で自分の魔力が増強する感覚に気づいた。その感覚の正体を確認するために、その後も猫に変身して度々部屋を訪ねていたのだ」

　長い腕がナタリアの腰にしっかりと絡みつき、ライルの唇はナタリアの耳にぴたりと寄せられている。結界を張っているようだから、ここまで密着して話さずともいいのでは……耳元に響く低く小さな声にナタリアの肌が少しけば立ち、ライルの腕の中で小さく身じろぎする。

「変身の魔術は非常に魔力を消耗する。しかもそれほど得意な魔術ではないから、せいぜい数分間、猫の姿を保つのが精いっぱいなのだが……」

「……」

「わかるだろう？　いつも私が君の部屋にいるのは、数分どころではない。アークシリアである君が猫の存在を望むかぎり、私はずっと猫の姿でいられる」

「私が、猫の存在を望んだから……？」

「そう。君が眠ってしまったり、帰って欲しいと望んだら、私は少しの間しか変身を維持できない。この部屋から出て行くだけで精一杯、というところだ」

「……」

「ゆうべはマダム・ハパレイがいきなりやってきて、ネペタで酔っぱらっていた私は変身の魔術を維持できなかった。人の姿に戻ってしまい、咄嗟に君を抱きしめて、ベッドの陰に潜んだ……というわけだ」

「……」

　そういういきさつだったのか。だが、どうして口づけをする必要があったのだろう──ナタリアの戸惑いが伝わったのか、ライルはふっと小さく息を漏らした。

「ナタリア。今宵、君は何故私を部屋に招き入れた？」

「何故……？」

「銀猫の正体が私だとわかっているのに。こんな夜更けに男を部屋に入れるなど、危険だろう」

「その……先生を危険だなどと、そんな思い上がったことは考えて、いません……から」

　ゆうべからずっと、ナタリアはぐるぐると思考を巡らせていた。勘違いしてはならない、あのライルの行動は酩酊のせいなのだ、と。何食わぬ顔で授業をするライルに、もしかしたらゆうべのことは先生の記憶にすら留まっていないのでは、と思ったほどだ。

　はぁ、と大きな溜息が耳元に流れ込む。

「案の定、こうして寝台で捕らわれているではないか。この上なく危険な男に」

「え……？」

「ナタリア。私は、君といると非常に心地がいい。ネペタを嗅いだわけでもないのに、今も君に酔いしれている」

　緑の炎は、微動だにせず宙に浮き、美しく輝いている。

「実に抗いがたい。何ともいえず……そうだな、魅入られている、という感覚だ」

「……？」

「この感情は……つまり……まったく、何でこんなことに」

「……えっと」

「はるかに年下の君をこんなふうに腕の中に閉じ込めて、何やら怪しげなことを囁いて。繰り返すが私はきわめて危険で、最低の男だ」

「あの……？」

「君は、もっと私を怖がらなくては駄目だ」

「……」

　ライルの掌が、ナタリアの腹をするりと滑って脇腹をぎゅっと掴む。

「言っておくが。私は、君の力を欲してなどいない」

「え？」

　魔術師なら誰しも欲しがるはずの補給魔術の力を必要としていない？　ライルは、ナタリアを騎士団に取り込みたいと思っているのではないのか？

　ナタリアは緑の炎をちらりと見るが、相変わらず宙に浮き、ひらひらと光の揺らぎをはためかせている。

「自分がアークシリアだと知らされて、君はさぞ混乱していることだろう。残念ながら、君の感じるその不安はおそらく杞憂とはならない。世の魔術師は皆こぞって君を求め、縋ろうとし、その力を手に入れようと欲するだろう。だが私はそれを許さない。君を他者に委ねるなど、決して認めない」

「……」

「君を絶対に傷つけさせない。だから、私を利用してほしい」

「利用──？」

「そうだ。君が私のことをどう思っていてもいい。自分の身を護る手段として、私を利用するのだ」

「そんな」

「ナタリア、君は、ただこうして……」

　ライルはナタリアの首筋に手を遣り、銀の鎖に軽く指をかけた。柔らかな頬にぴたりと唇を寄せ、いっそう低い声で囁く。

「私が君の一番傍近くに居ることを、赦してくれさえすれば。私はこの命を賭してでも、君を護る」

「せんせ……」

「傍に置いてくれ。私が教師である限り、君の身体を貪るようなことは決してしないと誓うから」

　緑の炎は変わらず輝いている。ライルはナタリアの魔力が欲しいわけでも、身体目当てというわけでもないらしい。教師である限り……という言葉は少々気になるが。

　ではいったい何故。ナタリアは暗闇で大きな瞳を揺らした。

「こんな気持ちになったことはない。君が……愛しくて、堪らない」

「え……？」

「言葉にするだけで、どうにかなりそうだ」

　すり、と頬を滑るライルの唇の熱さに、ナタリアはきゅっと身を縮めた。

「ナタリア……拒んでくれていい」

　そう呟いたとたん、緑の炎がふっと消えた。

「……消え、ましたね」

「そうだな。今のは嘘だった──君に拒まれたくはないな」

「あっ」

　ライルが少し身を起こし、横向きに寝ているナタリアに覆いかぶさるようにして、頬からすぅっと唇を滑らせてきた。ぎしり、と寝台が軋む。

「……ナタリア。本心では拒まれたくはないのだが。私にも理性というものはある──つもりだ」

　緑の炎は消えてしまったが、同じくらい美しく輝く翡翠の瞳がナタリアの眼前に近づく。

「ここで拒まれたって、私は何の蟠わだかまりもなく君を護ってゆくつもりだ。だから、躊躇うことなく抵抗するんだ──でないと、私は都合よく君を手中にしてしまう」

「……先、生」

　部屋の外で、廊下をコツコツと軽い靴音が響いている。消灯時間を過ぎて、寮母が見回りをしているらしい。

「寮母が来る。助けを、呼ぶか？」

「……」

　寝台の上で、ライルはナタリアに伸し掛かっている。いま寮母がドアを開けたら、さすがに逃げ隠れしている時間は稼げないだろう。ライルはくい、と顎で空を切った。とたんに、張り詰めていた空気がするりと緩む。

「さあナタリア……結界を解いたぞ？」

「……」

　コツ、コツと靴音が近づいてくる。ナタリアは暗闇の中で考えた。そうだ、叫べばいい。寮母の名を呼べば、彼女はすぐに走ってきてドアを開けてくれるだろう。窓は開いているのだし、すぐライルが猫に変身すれば、寮母に見られる前に出て行くこともできるだろう。

　だが、ナタリアは動かなかった。伸し掛かるライルの腕に手をかけて、縋るようにきゅっと力を入れたナタリアに、ライルが息を呑む。唇を噛みしめ、吐息すら押し殺して寮母の足音をやり過ごす。ぴくりと身体が動き、二人の鼻先が軽く触れあった。足音は扉の前で留まることなく、通り過ぎてゆく。

「……心臓の音が、廊下まで聞こえてしまうかと思った」

　こくりと頷くナタリアの頬を、ライルの掌が包み込む。

「こんな所を見られたら、教師をクビになってしまう。いや、学園長に叱責され魔術騎士団すら辞めざるをえないかもしれん」

「……」

「まあ、そうなれば。君を攫って、バルティンの家督を継ぐしかないな──オンディーヌに殺されそうだが」

「ころ……？」

「ナタリア」

　ライルが、冷たい鼻先をナタリアの鼻先につん、とこすりつけた。

「叫べば、よかったのに」

「あ……」

　鼻先をすり、すり、と擦り合わされて、ナタリアは小さく身震いした。そう言われても、寮母を呼ぶことはできなかった。それどころかライルの袖口を縋るように摘まみ、息を潜めてしまった。

　どうしてそんなことをしたのか、自分でもよくわからない。ナタリアは小さく首を横に振った。ライルははぁ、と深い息をつく。

「私をこんなに悦ばせて──けしからん」

　囁くような、掠れ声。寮の部屋の壁はさほど厚くない。すでに結界は解かれていて、しんと静まり返った中では、ひっそりとした話し声すら隣室に聞こえてしまうかもしれない。その内容は伝わらずとも、女子寮の部屋から男性の気配がするだけで大問題だ。

　鼻先どうしを擦り合わせながら、ライルの唇が少しずつナタリアの唇を掠めては離れ、やがて啄むような口づけが始まった。










[image: ]










「ん……今日はもう遅い……寝なさい」

　ナタリアの背に腕を回し、はぁ、と吐息を絡ませながら愛し気に唇を啄む。こんな状況でどうやって眠れというのだ。囁いては唇を食み、瞼を食み、髪を撫でる。ナタリアはその気持ち良さにふぅと大きく息をついた。

「せんせ……こんな、寝れま……」

「寝ないと、帰らないからな」

「だって……そんな……」

　ナタリアは小さく首を振るが、ライルの唇はそれを追いかけてナタリアの肌を愛でる。呼気や、触れる肌の温かさに少しずつ身体の力が抜けてゆく。

　昨夜一睡もしなかったせいかさすがに眠気に抗えず、顔じゅういたるところに唇を落とされながら、ナタリアはやがてうとうとと眠りに落ちていった。







＊＊＊








　学園のエントランスの横にある掲示板の前に、大勢の生徒たちが鈴なりになっている。そこに教師が二人やってきて、生徒たちの群れがばらばらと左右二つに割れた。教師はその中央を通り抜けて掲示板に辿り着き、手にした大きな紙をくるくると広げ、貼りつけた。

　どよめきが沸き上がる。その集団から少し距離を取ったところに、オンディーヌはきゅっと眉を寄せて立っていた。一年生の最終順位では、上から五番目のところにオンディーヌの名が記されている。

　人だかりの隙間から、十五位ほどのところにナタリアの名を見つけた。欄外にはＢクラスに落ちた者、逆にＡクラスに上がった者たちのリストが載っているが、そこにはナタリアは載っていないようだ。

　ナタリアの順位だけでいえばＡクラスへの編入もあり得るのだが、おそらく魔術の成績が悪すぎるのだろう。オンディーヌはいっそう悔しそうに唇を噛みしめる。

「……そんなに悔しそうにしなくても。じゅうぶんな成績だと思うが」

　背後から声をかけられ、オンディーヌは艶のある金髪を揺らしながらゆっくりと振り返った。

「殿下。学年首位おめでとうございます。当然の結果と捉えておいででしょうけれど……まさか私の成績にまで興味をお持ちですの？　知りませんでした」

「婚約者がどのように学園生活を送っているか、無関心というわけにはいかない」

「たいへん有意義に過ごしておりますので、ご心配には及びません」

　ジェローニは労し気にオンディーヌの顔を覗き込んだ。

「オンディーヌ。少し疲れているのではないか？　学年五位というのは、王宮の特級魔術師にもなれるほどの素質を持つ人材ということ。そこまで根を詰めずともよい。君は卒業後、勉学の他にも果たさねばならぬことがたくさんあるのだから──」

「まあ、勿体ないお言葉です。数カ月ぶりに婚約者からそのように優しく声をかけられて、舞い上がってしまいます──王子妃に、才など要らぬ、と」

「オンディーヌ」

「では……私はこれで。どうぞ殿下もよい休暇をお過ごしくださいませ」

　オンディーヌは軽く膝を折り、くるりとジェローニに背を向けてつかつかと歩き去った。






　第二王子ジェローニとその婚約者オンディーヌの不仲は、学園のみならず社交界でも噂されている。揃って夜会に顔を出すこともない。二人で親しく語らう姿など、誰一人見たことがない。

　幼くして婚約を結んだ、同い年の二人。当初はジェローニがロベレ侯爵家をひんぱんに訪れていたのだが、いつの頃からか足は遠のき、王宮にオンディーヌを招くこともなくなった。御妃教育としては侯爵家に家庭教師が派遣されるだけ。夜会でも茶会でもジェローニとは挨拶程度で、父のロベレ侯爵がいつもオンディーヌをエスコートしている。

　異様な婚約関係であるが、オンディーヌの気高い美貌と聡明さ、侯爵家の権力によって、オンディーヌの評判が社交界で失墜することはなく、「そんな素晴らしい婚約者を遠ざけるとは」「いくら頭脳明晰でも人としていかがなものか」などとジェローニの変人ぶりばかりが噂されるようになっている。






　速足で去っていくオンディーヌの後ろ姿を、ジェローニはしばらく見送ったあと、踵を返してつかつかと校舎の中へと入ってゆく。掲示板の前では、互いの成績を讃えあう者、長期休暇を前に挨拶を交わす者。連絡先を伝えあう者。

　わいわいと盛り上がる生徒たちの群れを背に、ジェローニは一人、渡り廊下を抜けて階段を上がり、自分に与えられている貴賓室へと向かう。






　ふと話し声が聞こえてジェローニは足を止め、階段から三階の廊下をちらりと覗き見た。

　他にひと気のない研究棟の廊下。魔術教師ライル・バルティンの部屋の前で、オンディーヌの義妹ナタリア・ロベレと教師ライルが何やら話をしている。

　ライルはジェローニの視線に気づいたようだが、構わずナタリアに話しかけた。

「この布包みは何だ？」

　ライルの手には、ちょうど掌に収まるか収まらないかくらいの大きさの、茶色い布袋が載せられている。

「中身は、石です」

「石？」

「はい。私の魔力を籠めてあります」

　ライルはちらりとジェローニに目を遣った。

「君の魔力を石に付与したのか？」

「魔力制御の練習で──フォンタネルを通じて魔力を取り出す練習をしているときに、オンディーヌが提案してくれたのです。ただ放出するだけでは勿体ないから、何かに魔力を籠めてみたら？　と」

「ほう」

「裏庭から石を拾ってきて、フォンタネルにこうして当てて魔力を溜めてみたら、どうやらうまくいったようで」

「なるほど」

　ライルは僅かに口元を緩めた。魔力の籠もった魔石は、騎士団でもよく活用されている。魔力回復やら治癒やらその用途は様々なのだが、ライルはこれまで、補給魔術の付与された魔石など一度も目にしたことはない。

　質の良い魔石は非常に高値で取引されている。水晶などの鉱石を見た目にも美しく加工し、ありふれた魔術を付与したものが、『魔石屋』などという怪しげな店で法外な値で売られていたりもするのだが。

　この袋の中身は、そのへんに落ちている石ころらしい。おそらく、ナタリアの部屋でガラスの小瓶に詰まっていた、あの何の変哲もない石。

　世間での魔石の価値など何も知らず、そんな路傍の石に貴重な魔力を籠めたナタリアの純朴さに、ライルはうずっ、と沸き上がるものを感じた──つまり、何をやっても可愛いな、というわけだ。

　そんなライルに心の中で撫でまわされているとも知らず、ナタリアは身振り手振りで説明を続ける。

「その石をまとめて袋に詰めて、ロゾー葦の茎で縛って、オンディーヌに封印を頼みました」

「……うん」

「封印を切っていただければ、発動するはず……です。オンディーヌが一度試してみたところ、うまくいきました」

　魔石を蓄えた石を握りしめて、またオンディーヌと二人で実習室へ行ったらしい。今度は魔術が暴走しないよう手加減しつつ、プラムの幼木を成長させてみた。

　するとプラムは瞬く間に幹を太くし葉を茂らせて、おびただしい数の白い花を咲かせたと思ったら、大きな果実が雨のように降ってきて、温室を逃げ出してきたのだという。

「……また危険なことを。それはうまくいった、と言えるのか？」

「少なくとも、補給魔術はちゃんと発動したようです」

　少々得意げなナタリアにライルはぎゅっと眉を寄せ、ずしりと重いその布袋を掌でぽんぽん、と弄んだ。

「……なぜ私にこれを？」

「そ、その。休暇中は辺境魔術騎士団にお戻りになると聞いたので。先生のお役に立てれば、と。あっ、ごっ、ご不要ならいいです！　他に使い道もなくて……こんな石ころですし、ご迷惑なら捨てます」

　布袋を取り返そうとナタリアが手を伸ばすが、ライルはふい、とそれを躱かわして袋をぎゅっと握りしめ、素早く懐に入れた。服の上から均すようにぽん、と叩く。

　先生のお役に立てれば、などと言われて。たとえこれが魔力など無いただの石だったとしても、肌身離さず持っていくに決まっている。

「不要なはずがないだろう。貴重なものを託してもらえて嬉しい。ありがたく受け取っておく」

「……はい、どうぞお気をつけて」

「ナタリア、君こそ休暇中はくれぐれも気をつけて過ごすように。首飾りは今も着けているか？」

「はい」

「護衛は手配したが、決して油断してはいけない。いいね？」

「はい、わかりました」

「私も夕刻には学園を発つ。辺境から早めに戻れそうなら、ロベレの領地に立ち寄るつもりだ」

「……はい」

　ナタリアはぺこり、と頭を下げ、ぱたぱたと女子寮の方向へと走り去った。ライルはその足音を聞きながら、反対側の階段に佇むジェローニに向き直り、軽く溜息をついた。

　もしここにジェローニがいなければ、ナタリアを抱きしめ研究室に引きずり込み、存分に別れを惜しんだのに。

　ライルは冷えた声でジェローニに話しかける。

「──殿下、何か御用ですか？」

「いえ。通りかかっただけです」

「そうですか、では」

　教師服を翻して研究室に入って行こうとするライルに、ジェローニがつかつかと歩み寄った。

「──あの。バルティン先生は、ナタリア嬢に特別な感情をお持ちなのですか？」

「……は？」

「ただならぬ雰囲気で彼女に接してらっしゃるようですが。つまり彼女の魔力に魅入られた……ということでしょうか」

　ジェローニの単刀直入な物言いに、ライルはドアノブに手をかけたまま、ふっと口の端を僅かに動かした。

「そういえば、殿下にナタリアの魔力についてきちんとご説明すると言っておきながら、何もお話ししていませんでしたね」

「構いませんよ……蔑ろにされるのは、慣れている」

　ライルは研究室のドアをがちゃり、と開けた。

「──どうぞ、中へ」









　臨時教師であるライルの研究室には大した荷物もなく、書棚もガラガラだ。執務机の上だけは書類が積み重なっているが、それ以外にはインク壺とペンが一本だけ。

　ライルはジェローニに椅子をすすめ、自分は立ったまま執務机に凭れるようにして腕を組んだ。

「殿下のことを蔑ろにしていたわけではありません。少々、様子を見てはいましたが」

「私がナタリア嬢の力のことを他言するかどうか、疑っていたと？」

「まぁ、そうですね。殿下と侍従が少しでもおかしな動きをすれば容赦なく口を封じるつもりでした」

「……おかしな動き、か。私に何ができるというのだ」

　ジェローニはフッと口の端を上げ、自嘲するように呟いた。

「殿下はナタリアの魔力に触れた。彼女がアークシリアであると気づいたはずです。なのに何も感じないのですか？」

　自分はメロメロになっているというのに……とライルは組んでいた腕を解き、軽く肩を竦めた。

「彼女を手に入れようとは思いませんか？」

「──私がオンディーヌ以外の女性を傍に置くなど、ありえない」

「それにしては婚約者殿とずいぶんと不仲でいらっしゃるようですが」

「……私は、いま以上の魔の能力を得たいとは思っていない。だからナタリア嬢の力を欲したりはしない──貴重なアークシリアに対して学術的な興味が無いとはいえないが」

「ほう」

「魔力など、一個性にすぎないもの。強い魔力を持っているからといって何の良いこともない」

「魔力も欲しない。美しく優秀な婚約者殿も遠ざける。我が国の第二王子は随分と無欲でいらっしゃる」

「……」

「ですが。魔力など役に立たない、と言っておきながら学業には励んでおられるようですね？　ずっと学年首位を譲らず、授業も非常に熱心に受けて。こちらも指導のしがいがあるというものです」

「……」

「──少し言葉が過ぎました。お許しを」

　ライルは軽く目を伏せ、ジェローニに詫びた。

「新年度も、私は臨時教師として学園に暫く残ることになりました。放課後、ナタリアとオンディーヌ嬢に魔力の特別授業を行っているのですが、これからも継続してゆくつもりです」

　ライルはまっすぐにジェローニを見つめた。

「どうです、殿下。新年度からは、その特別授業に一緒に参加されては」

「え？」

「アークシリアの力に学術的な興味はお持ちなのでしょう？　殿下にとって有意義だと思いますよ」

「それは……」

「何より、強大な力を持ちつつも世間知らずな二人の令嬢に、現実を知らせてやって欲しいのです」

「バルティン先生……」

「何故殿下がオンディーヌ嬢を遠ざけているのか。どうして魔力が役に立たぬなどと思っているのか。彼女たちもそろそろ知る必要があります。いえ、彼女たちこそ知らなければならない」

「……」

「私も殿下のお役に立てることがあるならば、ご協力しましょう。魔術騎士団としても、今後殿下の後ろ盾となることはやぶさかではないと以前から思っていました。ただし、秘密裡に……ですが」

「……」

　黙ったまま俯くジェローニに、ライルは少しだけ眉尻を下げた。第二王子という高貴な身分に生まれ類まれな才に恵まれていながら、取り巻きもおらず婚約者すら遠ざけている十七歳の青年。

　冷遇にあえぐ第二王子に肩入れしつつある自分に、心の中で舌打ちする。






　本当なら、王家に関わりたくなどない。ライルの魔術の才を以てすれば、王宮で特級魔術師になることなど容易だっただろう。だが王都を出たくて、辺境の地で魔術騎士となるためあれほど努力したというのに。わずか数ヶ月ほど王都に留まっただけでこの始末──だから、臨時の魔術教師など引き受けたくなかったのだ。

　そもそも学園長に頼まれた失踪者の調査については、それとなく目を光らせてはいるものの今のところ何の不審な点も見当たらない。ナタリアのことがなければ、とっくに辺境に戻っていたことだろう。

　そう、全てはナタリアのせい。自分が、身も心もナタリアに尽くすと決めたから──なのだ。

















第三章 ①












　数ヶ月の間魔術騎士団を留守にしていたライルが、魔術騎士団の駐屯地に戻ってきた。

　空っ風の吹きすさぶコルダ王国最北端の地。びっしりと緑で埋め尽くされた針葉樹林と山岳地帯の向こうは、隣国エルバーンとの国境線だ。騎士団の魔術騎士団はそんな辺境伯領の片隅に駐屯地を置き、辺境軍と協力して国境警備の任に就いている。

　辺境伯領は過疎化が深刻で、駐屯地の周囲は見渡す限りの荒野と森林。騎士たちが領民と顔を合わせることは滅多にない。というのも、国境線を接する隣国エルバーンとの関係があまり良好ではないからだ。コルダ王国とエルバーン国が長年小競り合いを繰り返してきた結果、住民たちは国境線から離れ、国土の内側へと居を移して、じりじりと辺境の過疎化が進んだのである。

　人手不足にあえぐ辺境伯領は、王家や騎士団にことあるごとに支援を要請してくる。騎士団の駐屯地を置かせてもらっているうえ、演習だの何だので荒野を好き放題使わせてもらっている以上、ある程度は受け入れなければならないだろう、と魔術騎士団を束ねるライルも頭では理解しているのだが、自分たちも人員不足で、なかなか辺境伯の求めに応じることができていない。

　ライルも毎年ヴィラーゴ魔術学園へ出向き生徒のスカウト活動に勤しんではいるが、結局今年の卒業生は一人も騎士団には入ってきそうにない。この国では魔術の学を修めた者は重用され、王宮魔術師や貴族のお抱え職としていくらでも仕事がある。今どき命の危険を冒して辺境の地で魔術騎士となるなど、流行らないのだ。

　駐屯地事務所のライルの机の上には、予想通り執務が山積みになっていた。ライルは早朝から深夜まで執務机に貼りつき、ひっきりなしにやってくる部下たちの相談事を差配し、騎士団総局への陳情書を山のように纏め、ひたすら紙をめくってペンを動かし続けた。

　そんな状態が続くこと一週間。団長がいつ睡眠をとっているのか、さすがに心配になった補佐官が薬湯を手に執務室を訪れると、そこには誰もいない。執務机の周りには書類が散らばり、開け放たれた窓から吹き込む辺境の空からっ風かぜにあおられ、あちこちでぴらぴらと揺れていた。






　そのころライルは濃紫のマントを強風にはためかせながら、葦毛の愛馬を軽やかに走らせて、とある針葉樹の森林地帯にやってきた。

　ライルは葦毛から下り、騎士服の懐から茶色い布袋を取り出した。ずしりと重い布袋を片掌の上に乗せて、もう片方の指でしゅっと小さく空を切った。袋の口を括っていたロゾーの封印がはらりと切れ、袋の中から小石がころんと零れ出た。ナタリアが魔力を込めた、と言っていた石だ。

　ライルは小石を二つ握りしめ、残りは袋ごと足元に置いた。ふぅ、と肩でひとつ息をして、目の前の針葉樹林をじっと見つめる。

　右手に小石を握ったまま、左手の人差し指と中指を揃えて額の前でぴたりと止めてから、手首を返して鋭く宙を横に薙ぎ斬る。びゅんっと空気が裂かれる音がして、ライルのマントが大きくはためいた。






　駐屯地で、執務室の床に散らばった書類を拾い集めていた補佐官は、ふと開け放たれた窓のほうに目を遣った。澄んだ空っ風に混じって、地響きのような異質な空気の揺れを僅かに感じたからだ。見ると、遥か遠く、果てしなく続く針葉樹林の一角で、何やら燻ったように空が薄っすらと濁っている。

　補佐官は首を捻り、しばらくその靄のようなものを見つめていた。漂ってきた魔の気配は上司ライル・バルティン団長のものだ。おそらくデスクワークのストレス発散で鍛錬でもしているのではないか。

　戻ってきたら、すこし休息をとってもらおう。補佐官はぱたんと窓を閉め、残りの書類を拾ってトントンと揃えた。






　いっぽうライルは、目の前の針葉樹林の中にぽっかりと現れた、切り株だらけの荒れ地に呆然と佇んでいた。少なく見積もって数千本、鬱蒼と生えていた樹木がきれいさっぱり、伐採されているのだ。

　ただ切り倒されただけではない。枝は払われ、切り揃えられてきちんと丸太になった針葉樹たちは、森に沿って流れる大河に向かって轟音を立てて飛んでいき、広大な木材集積場に辿り着くと、まるで生き物のように自ら整然と積み重なったのである──この間、僅か数分の出来事だ。

　ライルは握りしめていた右手を開き、掌にたった二つ載せられた小石を瞠目したまま見つめた。

　これだけの樹木を伐採し、木材として整えようと思ったら、腕に覚えのある魔術師が十人がかりで懸命に魔術を展開したとしても三日はかかるうえ、へとへとに消耗してしまうことだろう。まして人の手で取り組んだとしたらいったいどのくらいの労力を費やすことか。

　辺境伯は常々「人手不足で林業が立ち行かない」と嘆いている。これで向こう一年はたっぷり恩を売れる。

　つんつんとした枝葉や木くずが空っ風にあおられて無数に舞い散り、ライルの騎士服や銀の髪に降り積もる。ライルは掌の小石をはらり、と地面に落とし、片掌でゆっくりと口元を覆った。

　まったく──なんて力だ。騎士服の肩をふるふると震わせ、覆った掌の下でライルはくっくっと笑った。









　そのころ。ナタリアとオンディーヌは、ロベレ侯爵領でひと月ほどの休暇を楽しんでいた。

　ライルの命でナタリアに付けられた護衛と、未来の王子妃であるオンディーヌに付けられた護衛を引き連れながら、令嬢たちはロベレの緑豊かな領地でのびのびと過ごす。

「ナタリア、貴女ちょっとは外見に気を遣ったほうがいいわ。髪だっていつもひとつに括りっぱなしで──ほら、じっとして」

「オンディーヌ、ちょっ……」

　小さなサロンで読みかけの本をオンディーヌに奪われ、ひとつに結った髪のリボンを解かれて手櫛でするすると梳かれる。

「オンディーヌお嬢様のおっしゃる通りです。私共がお世話をしようとしたら、いつもこの髪型でいい、とお聞き入れなさらないので」

　サロンにティーワゴンを押してきた侍女が、こくこくと頷いている。

「こーんなに綺麗な髪なのだから。ちょっとハーブ水でお手入れして。この横のところを少々編み込んで……あら？　何だかうまくいかないわね？」

　オンディーヌはナタリアの髪を編もうとするのだが、するりと滑ってばらばらになってしまう。

「お嬢様、わたくしが──」

「手を出さないで頂戴！　妹の髪を整えるなんて、こんな楽しいこと誰にも譲るものですか──！」

　ぎゅっと眉を寄せながらナタリアの髪を編み込もうとするが、やはりぐちゃぐちゃになってしまった。そういえば、学園でもオンディーヌはいつも見事な金髪をダウンヘアにしているか、軽くハーフアップにしているかのどちらかだ。それでもじゅうぶんに美しいのだが。

　非の打ちどころのない令嬢に見えるオンディーヌにも苦手なことがあるのだな、とナタリアと侍女は顔を見合わせて笑い合う。

　結局侍女が少し手を貸して、両側を編み込んだ可愛らしいハーフアップに、少しの化粧を施されて夕餐に現れたナタリアに、ロベレ侯爵夫妻が目を細める。

「まあ、ナタリア。とても可愛らしいわ」

「ああ、よく似合っている」

「私がお化粧を施したのよ？」

　賞賛する侯爵夫妻に向かってオンディーヌがつん、と得意げに顎を上げると、傍らのナタリアがくすくすと笑った。

「何がおかしいのよ」

「だって……」

　ヘアアレンジも化粧も、ぎこちない手つきであれこれ失敗しながらえらく時間がかかった。侍女からダメ出しをされながらも必死でナタリアに紅をさしているオンディーヌに、ついナタリアが吹き出して、大きくはみ出してしまったり……思い出すだけで笑いが止まらない。

　オンディーヌは笑いを堪えるナタリアをじろり、と睨みつけた。

「休暇中の目標が決まったわ。鍛錬を重ねて、ナタリアを飾り立てる技術を身につけてみせるから」

「……もう、やめてよ」

　ナタリアは両手で口を覆い、耐えきれずにケラケラと笑っている。

　魔術学園に入学する前は何かと遠慮がちだったナタリアがオンディーヌと打ち解け、楽しそうにしている。そんな二人の姿に、侯爵夫妻は眉尻を下げて微笑んだ。









　長期休暇も終わりに近づいたある日、二人は領内の草原にピクニックに出かけた。ロベレの領地では、オンディーヌが修道院を訪ねたり、少し街に出たりするたびに人だかりができてしまう。美しく、才に溢れ、しかも未来の王子妃であるオンディーヌをひと目見ようと領民たちが集まってくるのだ。

　だがその湖畔の高原は、貴重な水源である澄んだ湖を守るため周囲に畑もなく、少し離れた所にぽつりぽつりと民家が建っている程度。以前から一家で幾度かピクニックに来たことがある、オンディーヌのお気に入りの場所だ。

　侯爵家の馬車を使うと目立つからと、二人は質素な外套をしっかりと着込み、護衛を連れ、それぞれが馬を駆ってこの草原にやってきた。

　お忍びを徹底してみたつもりだが、やはりしばらくすると村の子どもたちが寄ってきた。オンディーヌは持ってきた焼き菓子を摘まみながら、子どもたちのために春の花を咲かせてやる。

　まだ少し肌寒い春の初め、草花の芽吹きも浅い。高台にあるこの草原の花々は、まだ硬く蕾を閉じている時期だ。冷たい高原のそよ風に頬を撫でられ、ナタリアは気持ちよさそうにすぅ、と深呼吸した。

「懐かしい。以前も、オンディーヌがここで花を咲かせたりしていたわよね」

「実はね、あの頃からナタリアに力をもらっていると気づいていたの」

「そうなの？」

「ええ。まだ私の魔力が拙くて、一人で屋敷の庭木に向けて魔術の練習をしてみても何も起こらないのに、ナタリアとここに来たらいくらでも花を開かせることができたのよ？」

「そうだったの……全然気づかなかった」

「呑気ねぇ」

　ナタリアは自分の首元に掛けられた銀の鎖をちらりと見た。今は魔封じの鎖の効果で、ナタリアの補給魔術は発動されていない。それでもオンディーヌは自分の魔術だけであちこちの野花を美しく咲かせている。学園で学び、オンディーヌも日々成長しているのだな、とナタリアは微笑んだ。






　そういえば、領地で楽しく過ごすあまり、二人はライルに言われていた魔術の練習など少しもやっていない。休暇は残りあと二日しかないのに。

　子どもたちは、オンディーヌがぽつぽつと咲かせたシロツメクサで花冠を編み始めた。「もっとたくさん咲けばいいのに」と嘆く子どもたちに、オンディーヌとナタリアが互いに目くばせする。

　ナタリアは魔封じの首飾りをしゃらり、と外した。次の瞬間、辺りのシロツメクサが一斉に茎を伸ばし、蕾がふわっと膨らみ、綻んだ。子どもたちも護衛も呆然とするなか、シロツメクサの群生は皆の足元を埋め尽くし、取り巻き、放射状に白い花の絨毯が咲き広がってゆく。白いうねりはとうとう地平線を越えていき、視界から消えた。どこまで広がってゆくのか見当もつかない。

　子どもたちは大はしゃぎで草原を駆け回り、あちこちに座って冠を編み始めた。オンディーヌとナタリアも花を摘み、編んでゆく。二人の頭の上には子どもたちの編んだ冠が次々と載せられ、うず高く積み重なった。









　その頃、辺境からロベレの領主屋敷に至る街道を一騎の馬が駆けていた。その背に濃紫の騎士服姿の男性を乗せ、行き交う馬車を軽々と抜き去って颯爽と走っていたが、領境の橋を越えたあたりで突然草地に分け入り、足を止めた。前方から何やら白い波のようなものが押し寄せてきたからだ。

　机上に裏返していたカードを、端から一斉にめくってゆくような。淡い緑と土色の混じった早春の草地が、白いものでどんどん埋め尽くされてゆく。

　あっというまに馬の足元がシロツメクサの大群に埋もれた。馬上の騎士──ライル・バルティンは、白い波が迫って来た方向をじっと見つめ、その起点を探るように視線を巡らせた。とある一点を捉えると、ふぅ、と肩で息をつく。

「──もはや、何を見ても驚かないな」

　ライルは遥か遠くに輝く湖水の方角に葦毛の馬首を向け、鐙あぶみを踏みしめて風のように駆け出した。







〈※後編へつづく〉










著者紹介




おおま　ななせ


主にヒストリカルファンタジー系ＴＬ小説を書いています。

政変やら陰謀やらを背景に、行動派ヒロインがつよつよヒーローに溺愛されるお話が好物です。









発行　天海社








Copyright © 2025 Nanase Oma All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		第一章



		第二章



		第三章 ①

















Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg
[
N
VY

s

S

I






item/image/i-002.jpg





item/image/i-001.jpg





item/image/i-003.jpg





